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地域医療に
取り組む

▼問い合わせ／保健課　内線５５１１　　市立病院　地域医療総合連携室　 ０２６５（２１）１２５５　内線２２３７

医療スタッフの不足、少子高齢化など地域医療をとりまく環境は、厳しくなっています。

休日夜間救急診療を含め、普段当たり前のように受けている医療も、実は多くの関係者の努力

で維持されています。

当地域では、医師会・歯科医師会・薬剤師会と行政などが緊密に連携して「飯伊地区包括医

療協議会」を組織し、地域医療を維持するため日夜活動しています。全国的にも先進的なこの活

動は、地域医療推進の「飯田モデル」として、全国で注目を浴びています。

飯
田
・
南
信
州
地
域
は
、
高
齢
化
率
が
全

国
平
均
や
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
一
方
で

（
図
①
）
、
人
口
１０
万
人
当
た
り
の
医
師
数

は
、
全
国
平
均
や
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま

す
（
図
②
）
。し
か
も
、こ
の
地
域
の
面
積
は
、

香
川
県
や
大
阪
府
よ
り
広
大
で
あ
り
な
が

ら
、住
居
は
点
在
し
て
お
り
、医
療
機
関
の
多

く
が
中
心
部
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
当
地
域
に
限
ら
ず
、

全
国
の
地
方
都
市
の
抱
え
る
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
当
地
域
は
、
地
域

内
の
医
療
機
関
が
連
携
し
て
地
域
医
療
を

守
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会
を

中
心
に
、医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会

と
行
政
・
関
係
機
関
が
良
好
な
信
頼
関
係
に

あ
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
す
。

休
日
夜
間
の
救
急
医
療
は
、一
次
医
療
を

休
日
夜
間
急
患
診
療
所
や
在
宅
当
番
医
で

行
っ
て
い
ま
す
。一
次
医
療
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

救
急
車
搬
送
な
ど
に
よ
る
重
篤
患
者
に
対
す

る
二
次
医
療
は
、
病
院
群
の
輪
番
制
で
対
応

し
て
い
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

産
科
医
療
に
つ
い
て
も
、分
娩
を
取
り
扱
う

医
療
機
関
が
減
少
す
る
中
、産
科
問
題
懇
談

会
を
中
心
に
、
地
域
内
で
の
連
携
や
役
割
分

担
に
よ
り
、
里
帰
り
出
産
を
含
め
地
域
内
で

出
産
で
き
る
状
態
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、周

産
期
セ
ン
タ
ー
の
早
期
完
成
と
医
師
確
保
に

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
に
対
し
て
医
療
救
護

が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
飯
伊
地
区
包
括

医
療
協
議
会
で
は
、
災
害
時
の
医
療
の
受
け

方
に
つ
い
て
の
啓
発
と
医
療
機
関
、
市
町
村
、

地
区
防
災
会
、保
健
所
、消
防
、日
赤
奉
仕
団

な
ど
と
連
携
し
て
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大規模災害医療救護訓練大規模災害医療救護訓練

高
齢
化
率

人
口
１０
万
人
あ
た
り
の
医
師
数

【図②】
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地
域
医
療
を
と
り
ま
く

厳
し
い
環
境

医
療
機
関
の
連
携
で

地
域
医
療
を
守
る
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この地域には、飯田市医師会と飯田下伊那医

師会の２つがありましたが、平成１４年に合併して

１つの医師会になりました。現在の会員は２８１名。

開業医が１１２名で、あとは病院勤務医です。

医学は日進月歩しています。昨年は、大学教

授などを招いた勉強会を約６５時間行いました。こ

れは県内で最も多い時間です。飯田医師会は、

日々絶えず勉強していますので、皆さんもかかっ

ている先生の言うことを信頼して、何でも相談し

てほしいと思います。

学校医活動、がん健診事業、乳幼児や高齢者

をはじめとした予防接種などに取り組みながら、新

型インフルエンザなどの緊急事態にも、保健所な

どと密接に連携して冷静に対応しています。

以前、県外からこの地に永住した方に「その理

由の１つは、医療体制がしっかりしているから」と

言われ、励まされたことがあります。

開業医と専門的な治療を行う病院との連携も

ほぼ順調に機能しています。地域内の病気は、地

域内で治療できることが理想です。

地域医療を維持していく上で、大きな課題の

１つに看護師不足の問題があります。看護師の

育成に力をいれていかないと将来大変なことにな

ります。

難しいことですが、市民の皆さんも含めて地域

全体で考えてほしいと思います。

昭和４９年２月に発足した協議会は、現在、三師会

（医師会・歯科医師会・薬剤師会）、行政、広域消防、

保健医療福祉関係者、小中高等学校などで構成さ

れています。各団体が、常に集まり、充分な議論をし

て協力体制を維持してきています。

少子高齢化、生活の変化の中で、休日夜間の救急

患者が多くなっており、休日夜間急患診療所と在宅

当番医診療所（一次医療）、病院群輪番制（二次医

療）、市立病院（二次・三次医療）などそれぞれが役

割を果たすことで対応しています。体制が整っていな

い地域が全国的に多い中で、この地域では患者さん

のたらい回しがないことを誇りに思っています。

しかし、最近は地域内の医師の高齢化が進み、この

体制を維持していくことも大変です。当番体制の改善

を試みながら、医師確保のため地元出身で地域外に

いる医師や医学生とコンタクトをとったり、医療職の就

職ガイダンスなどを開催しています。

また、予想される巨大地震への備えとして、大規模

災害訓練も行っています。９月の防災訓練にあわせて

地元の皆さんと一緒になって災害救護の訓練をして

います。さらに、出生から成人まで使える「健康の記録

手帳」の配付などさまざまな事に取り組んでいます。

そうした一連の事業が評価されて、保健衛生分野

では日本で最高の権威とされる「第６０回保健文化賞

（主催：第一生命保険会社㈱）」を受賞しています。

（平成２０年１０月）

長野県の平均寿命は、男性が７９.８４歳で全国１位（全国７８.７９歳）。女性は、８６.４８歳（全国８５.７５歳）で
全国５位となっています（平成１７年）。
国民健康保険の一人あたり医療費は、長野県は全国で低い方から１２位。後期高齢者医療では、同５
位となっています（平成２２年度）。

飯伊地区包括医療協議会

会長　蟹江 孝之さん （蟹江医院）

社団法人　飯田医師会

会長　市瀬 武彦さん （市瀬整形外科）

盤
石
な
医
療
体
制
の
た
め
に   

日
夜
取
り
組
む

「
飯
田
モ
デ
ル
」を
維
持
し
て

地
域
医
療
を
守
る

【
デ
ー
タ
】
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「かかりつけ医」

病院

地
域
医
療
は
、
地
域
内
の
各
医
療
機

関
の
特
性
や
施
設
基
準
な
ど
を
生
か
し

た
「
地
域
完
結
型
」
医
療
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

安
心
、安
全
で
水
準
の
高
い
医
療
が
地

域
内
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
医
療
機

関
の
役
割
分
担
を
図
り
な
が
ら
、患
者
さ

ん
を
地
域
内
で
支
え
る
た
め
の
連
携
体

制
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
地
域
完
結
型
」の
推
進

いつでも気軽に相談に行けて、適切な治療や指導

を受けることができる身近なお医者さんを見つけて、

健康管理の心強い味方になってもらいましょう。

初期診療で、精密検査や専門治療・高度医療、

入院などが必要になったときは、

「紹介状（診療情報提供書）」により

適切な医療機関を紹介していただけます。

かかりつけ医を見つけましょうかかりつけ医を見つけましょう

診療所（医院）の診療時間内に受診しましょう

診療所（医院）と病院の連携

休日や夜間に急な病気やケガをした時は・・・

■診療時間内に、いつも診察してもらっている「かかりつけ医」に診てもらいましょう。

■「かかりつけ医」なら、いつも診察している患者さんのことをよく知っているため、カルテの情報などから、
総合的に判断でき、適切な治療が受けられます。

■緊急の場合以外は、時間外の受診はやめましょう。（コンビニ受診はやめましょう。）

■診療所（医院）と病院は、それぞれの役割を生かしながら連携をとって治療を行ってくれます。

休日夜間急患診療所（内科・小児科）　午後７時～午後１０時３０分　（受付午後１０時まで）
   ０２６５（２３）３６３６　　住所：東中央通り５－９６

休日夜間急患診療所（内科・小児科）　午前９時～午後５時　（受付午後４時３０分まで）　
   ０２６５（２３）３６３６　　住所：東中央通り５－９６

在宅当番医（内科・小児科・外科・産婦人科）　新聞などで確認　午前９時～午後６時

かかりつけ医 (かかりつけ医が休診の時は、休日夜間テレフォンセンター    ０２６５（２３）３６３６へお問い合わせください。)

重篤な症状の患者さんは、輪番制二次病院に救急搬送

お医者さんの上手なかかり方

夜間（毎日）

休日（日曜日・祝日・年末年始・お盆）

土曜日

輪番制二次病院（内科・外科）

体の不調

一次医療

「かかりつけ医」
診療所・医院

一般的な病気・外傷など
軽度な症状

通院治療や医療相談が
主な役割です

必要に応じて紹介

治療後は
「かかりつけ医」へ

二次・三次医療

病院

手術・入院・
精密検査など
専門的治療

※詳しくは、平成２３年３月に全戸にお配りした医療ガイドをご覧ください。

「かかりつけ医」の
紹介状を持って

受診
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飯田市立病院第３次整備事業飯田市立病院第３次整備事業飯田市立病院第３次整備事業

整
備
概
要

▼
救
急
医
療

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
の

充
実
を
は
か
り
ま
す
。


救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
Ｃ
Ｔ
な
ど
の

検
査
部
門
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
近
い

南
増
築
棟
の
１
階
に
配
置
し
ま
す
。


現
在
分
散
し
て
い
る
、
救
急
外
来
、

救
急
病
床
、救
急
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
を
集

約
し
ま
す
。


救
急
病
床
６
床
、救
急
Ｉ
Ｃ
Ｕ
４
床

と
予
備
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
救
急

患
者
の
受
入
環
境
を
整
え
ま
す
。

▼
周
産
期
医
療

周
産
期
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
充
実

と
動
線
の
短
縮
を
図
り
ま
す
。


北
増
築
棟
１
階
に
、産
科
・
婦
人
科

外
来
と
助
産
師
外
来
を
配
置
し
ま

す
。


２
階
に
分
娩
部
門
、新
生
児
部
門
、

産
科
病
棟
を
集
約
し
ま
す
。


病
床
、分
娩
室
、陣
痛
室
な
ど
を
増

や
し
、受
入
態
勢
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

▼
が
ん
医
療

が
ん
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。


既
存
棟
の
１
階
西
側
（
現
在
の
救

急
外
来
）
に
外
来
化
学
療
法
室
、

飯田市立病院は、当地域の中核病院として民間医療機関の連携協力をい

ただきながら、救急医療・周産期医療・がん診療など専門性の高い医療

サービスを提供していきます。

そのためにも、医師や看護師などの診療体制を充実し、第３次整備

事業を進め、地域の皆さんの期待に応えていきます。

緩
和
ケ
ア
部
門
な
ど
を
一
体
的
に

配
置
し
、
落
ち
つ
い
て
治
療
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
と
環
境
を
整
え
ま
す
。


緩
和
ケ
ア
の
た
め
の
サ
ロ
ン
や
相
談

室
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
部
門


食
堂
は
一
般
の
方
の
利
用
や
車
椅

子
が
移
動
し
や
す
い
よ
う
に
レ
イ

ア
ウ
ト
し
ま
す
。


売
店
は
現
在
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
移
動
し
や
す
い
通
路
と

品
揃
え
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

完
成
予
定
時
期


南
棟

　平
成
２４
年
度
中


北
棟
、既
存
改
修

平
成
２５
年
度
中

建
設
費


２５
億
円

～北棟増築、南棟増築、既存改修～～北棟増築、南棟増築、既存改修～

南棟増築工事の様子
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水ヨーヨーで遊ぶ子どもたち

住民約600人が参加 市公民館と東京大学の共同研究について発表する牧野教授

鼓・三味線・笛の音に聞き入る参加者

７月１２日、東海旅客鉄道株式会社、リニア中央新

幹線建設促進長野県協議会による説明会が、市内

で開催されました。環境保全やリニア特有の技術な

どの説明がありました。

７月１４日、日本公民館学会の行う全国的な集会

が竜丘公民館で行われました。公民館における今

日的な役割など、議論を通して参加者は考えを深

め合いました。（８頁に関連記事）

７月１６日、天龍峡温泉交流館で天

龍峡観光再生実行委員会などにより

開催されました。屋外では、かき氷、

バルーンアートなどが出店され、暑い

中、親子連れなどが楽しみました。

広間では、現役で活躍中の演奏家

が、鼓、三味線、笛を使った本物の

歌舞伎舞台の演奏を行いました。

１５日と１６日は、食堂で天龍峡そ

ば祭りも行われ、新メニュー“ そば

御膳”などがふるまわれました。

和に遊び、音に遊ぶ

リニア中央新幹線計画の説明会
計画の理解を深める

日本公民館学会２０１２年度７月集会
今日的な役割を考える

天龍峡夏の和に遊ぶ
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上手にできるかなムニエル

2012年度飯田市立動物園写生大会の優秀賞の皆さん

食改員さんの指導を受ける

７月３日、りんごんポスター図案と動物園写生大会

の表彰が、市長室で行われました。りんごんポスター

図案の特選は追手町小５年の伊藤千輝（かずき）君、

動物園写生大会の県知事賞は追手町小６年の西浦颯

（はやて）君が受賞しました。

第３１回りんごんポスター特選・入選の皆さん

６月２３日、飯田女子短期大学の調

理実習室で小中学生の親子、短大生、

食生活改善推進協議会の会員など８０

人が参加して行いました。

はじめに新海シズ准教授の食育ミニ

講座と学生による寸劇が行われました。

その後グループに分かれ、栄養バラン

スの良い献立を料理カードを使って考え

た後、家族の食卓料理教室で調理実習

を行いました。

なお、市の朝食欠食率減少に向けた

取り組みは、国の平成２４年版食育白

書で取り上げられています。

感性を働かせて

食育キャンパスへ集合
親子でチャレンジ！！結いの朝ごはん料理教室

りんごんポスター図案・動物園写生大会表彰

2012.8.1［広報いいだ］7



市立病院　小児科

長沼邦明  医師

赤
ち
ゃ
ん
が
夜
中
に
熱
を
だ
し
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？

市 

長

　牧
野
光
朗

そ
の 

９１

地
域
活
動
の
独
自
進
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
同
音
異
義
な
状
況
」

７
月
１４
日
か
ら
１５
日
に
か

け
て
日
本
公
民
館
学
会
７
月

集
会
が
竜
丘
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

東
京
大
学
牧
野
篤
教
授
の

研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
飯
田
市

の
分
館
活
動
に
関
す
る
研
究

発
表
を
拝
聴
し
ま
し
た
が
、

そ
の
質
疑
応
答
か
ら
は
「
公

民
館
」
に
対
す
る
認
識
の
違

い
が
大
き
い
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

私
た
ち
の
地
域
で
は
、
ハ

コ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
公

民
館
活
動
の
中
身
を
指
す
こ

と
が
お
約
束
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
全
国
的
に
は
必
ず
し

も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
、

な
か
な
か
議
論
が
噛
み
合
わ

な
い
印
象
で
し
た
。

公
民
館
は
、
戦
後
、
社
会

教
育
法
制
定
に
よ
っ
て
法
的

位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
全
国

に
広
が
り
ま
し
た
が
、
そ
の

活
動
自
体
は
各
地
域
の
実
情

を
反
映
し
た
も
の
で
し
た
。

飯
田
の
公
民
館
活
動
も
独

自
の
進
化
を
し
て
、
一
つ
の

モ
デ
ル
と
し
て
専
門
家
か
ら

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
他

地
域
の
公
民
館
と
「
同
音
異

義
な
状
況
」
が
生
じ
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

似
た
よ
う
な
事
例
と
し
て

「
飯
伊
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
は
中
身
に
名
を
合
わ

せ
る
べ
く
「
南
信
州
・
飯
田

産
業
セ
ン
タ
ー
」
に
な
り
ま

し
た
。
公
民
館
は
そ
う
は
い

か
な
い
で
し
ょ
う
が
、
今
回

の
集
会
の
よ
う
に
飯
田
型
の

公
民
館
を
調
査
研
究
す
る
中

で
全
国
の
モ
デ
ル
に
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
思

い
ま
す
。

　赤
ち
ゃ
ん
が
夜
中
に
熱
を
だ
し

た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
す
ぐ
に
病

院
へ
連
れ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す

か
。
必
ず
し
も
病
院
に
す
ぐ
に
か

か
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
た

ふ
た
と
赤
ち
ゃ
ん
を
夜
中
に
連
れ

出
し
て
病
院
に
行
く
の
は
、
む
し

ろ
負
担
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　ま
ず
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
観
察

し
な
が
ら
、
５
分
程
度
か
け
て
体

温
を
測
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
間
に
、
あ
や
し
て
み
て
、
ニ
コ
ニ

コ
す
れ
ば
ま
っ
た
く
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
ニ
コ
ニ
コ
ま
で
は
し
な
く
て

も
顔
色
が
ピ
ン
ク
で
哺
乳
力
が
大

体
い
つ
も
と
同
じ
位
な
ら
ほ
と
ん

ど
大
丈
夫
で
す
。

　測
り
直
し
た
熱
が
３８
℃
以
下

な
ら
特
に
病
気
で
な
く
温
め
過
ぎ

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
３９
℃
以
上

の
熱
が
で
て
、
い
つ
も
よ
り
少
し

機
嫌
が
悪
い
よ
う
な
ら
、
熱
を
下

げ
る
手
立
て
を
し
て
み
て
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。
寒
が
っ
て
い
る
様

子
が
な
け
れ
ば
、
ま
ず
衣
服
を

脱
が
せ
て
、
お
む
つ
と
肌
着
一
枚

に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
ぬ

る
ま
湯
で
絞
っ
た
タ
オ
ル
で
、
頭

や
顔
、
頸
、
胸
、
手
足
、
腕
、
脚
、

背
中
な
ど
を
拭
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
３０
分
も
続
け
れ
ば
、
熱
は

少
し
下
が
り
機
嫌
が
よ
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
こ
で
母
乳
や
人
工

ミ
ル
ク
、
市
販
の
経
口
補
液
用

飲
料
水
な
ど
を
少
し
ず
つ
与
え
て

く
だ
さ
い
。

　で
も
、
次
の
よ
う
な
時
は
夜
中

で
も
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
①
生
後
３
ヶ
月
未
満
で

あ
る
、
②
泣
き
声
が
弱
々
し

い
、
③
顔
色
が
青
い
、
④
繰
り

返
し
吐
い
て
い
る
。

　尚
、
出
生
届
を
役
所
（
飯
田

下
伊
那
で
）
に
出
し
た
時
、「
こ

ど
も
の
急
病
／
診
察
が
必
要
な
の

は
ど
ん
な
時
？
」
と
題
し
た
冊

子
を
渡
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
、
こ
ど
も
の
急
病
時
の
医

療
機
関
へ
の
上
手
な
か
か
り
方

が
、
分
か
り
易
く
書
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
早
く
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
を
決
め
て
、
予
防

接
種
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
お
く
の

も
大
切
で
す
。
特
に
H
i
b
ワ

ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
が
や
っ
て
あ
れ
ば
、
熱
が
出

た
時
一
番
心
配
な
細
菌
性
髄
膜

炎
は
ほ
と
ん
ど
防
げ
ま
す
。

　夜
間
困
っ
た
ら
、
休
日
夜
間
テ

レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
（
０
２
６
５
＿

２
３
＿

３
６
３
６
）
か
＃
８
０
０
０
に

相
談
し
て
み
て
も
結
構
で
す
。
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松坂選手みたいに

感
動
し
た
こ
と

川路地区は天竜川が流れ、ＪＲ飯田線

が通り、天下の名勝「天龍峡」、三遠南信

道天龍峡インターを要し、産業振興「天

龍峡エコバレー」ゾーン、更には環境都モ

デル都市に相応しいメガソーラーなど、

多様な素材要素を持ち合わせています。

この恵まれた素材を、それぞれの世

代における多様な願いに、どう結びつけ

生かし、豊かさ・住みやすさを築くかが、

今、川路まちづくり委員会の課題です。

こうした中、２４年度は①人財育成②

健康のまちづくり③産業振興に向け経

済団体連絡協議会設置、を重点事業と

し、毎月発行する役員会だよりを通して、

地区民と情報を共有し活動しています。

人財育成では、川路を思う心豊かな

人財を育てるために①小学校との連携

②若者や地域人材の活躍の場つくり③

各組織で後継者育成等を進めています。

健康のまちづくり事業は、天竜川の桜

並木街道や整備された天龍峡遊歩道を

活かし、地区民がウォーキングを実践し

て、健康で活き活き生活できる体力づく

りを行うもので、１０年後の成果が待たれ

ます。同時に名勝天龍峡の再生を、｢歩

く・学ぶ｣をテーマに推進しようとするも

のです。

川路まちづくり委員会

先月の壬生真奈実 さん（橋南）からのリレー

こ
ん
ど
う

と
し
の
り

近
藤
敏
範
さ
ん
（
丸
山
）

三
十
数
年
ぶ
り
に
東
京
か
ら
戻
っ
て

来
た
時
の
事
で
す
。
今
宮
郊
戸
八
幡
宮

祭
典
の
煙
火
委
員
を
頼
ま
れ
、
随
神
門

の
横
で
御
輿
の
到
着
を
待
っ
て
い
ま
し

た
。
夕
闇
の
中
、
人
々
の
「
ワ
ッ
シ
ョ

イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
い
う
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
が
、
太
鼓
や
笛
の
音
と
共
に

だ
ん
だ
ん
と
近
づ
い
て
来
る
の
を
聞
い

て
い
る
内
に
、
何
か
熱
い
も
の
が
込
み

上
げ
て
き
た
の
で
す
。
や
が
て
、
真
っ

暗
だ
っ
た
参
道
は
御
輿
や
た
く
さ
ん
の

提
灯
の
明
か
り
で
埋
ま
り
、
頭
上
に
花

火
が
上
が
っ
た
時
に
は
不
覚
に
も
、
感

動
の
あ
ま
り
涙
が
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
「
郷
土
愛
」
と
は
無
縁

の
生
活
で
し
た
か
ら
、
こ
ん
な
気
持
ち

に
な
る
と
は
全
く
意
外
で
し
た
。
今
年

も
ま
た
、
お
祭
り
の
季
節
で
す
ね
。

むらさわ れん

村澤 錬 さん
（和田小６年）

ぼくの夢は、プロ野球選手になることで
す。ぼくは、少年野球でピッチャーをして
います。
どうしたら、速くコントロールのいい球
を投げられるか、いつも考えています。そ
んな時、松坂選手が書いた「１６０キロへ
の闘志」という本を読みました。本を読ん
で、努力すれば夢はかなうものだなあと、
あらためて思いました。
松坂選手のように努力すれば、絶対にいい投手になれると信
じています。だからぼくは、毎日投球ホームのかくにんをして
います。ぼくは、プロ野球選手になって、世界一の投手になり
たいです。

地域の素材を生かし
人づくり・健康安全・産業振興

川路地区の人口　（平成２３年１０月現在）

男　９４３人／女　１,０６４人／合計　２,００７人
世帯数　７３１戸　　高齢化率 ３５.８％
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市
役
所
駐
車
場
の

お
知
ら
せ

　飯
田
市
庁
舎
の
整
備
事
業
に

伴
い
、
市
役
所
西
側
（
箕
瀬
町

側
）
の
来
庁
者
専
用
駐
車
場

は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

の
た
め
、
庁
舎
側
か
ら
進
入
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
箕
瀬
通
り

側
か
ら
は
進
入
で
き
ま
す
が
、

通
り
ぬ
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　市
役
所
へ
お
越
し
の
際
に

は
、
南
側
の
臨
時
駐
車
場
や
愛

宕
神
社
西
側
の
来
庁
者
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
平
日
は
市
役
所
へ
お

越
し
の
お
客
様
以
外
の
駐
車
場

利
用
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
実
地
調
査
に
ご
協
力
を

　税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）
の
適
正
課
税
の

た
め
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
実

地
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

担
当
職
員
か
ら
調
査
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
調
査
内
容

○
申
告
内
容
と
減
価
償
却
資
産

　明
細
書
な
ど
と
の
照
合

○
簿
外
資
産
な
ど
の
確
認

▼
問
い
合
わ
せ

　税
務
課

　資
産
税
家
屋
係

　償
却
資
産
担
当

　内
線
５
１
７
８

　こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年

を
超
え
る
と
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
本
年
１０
月
か
ら
３
年
間
に

限
り
、
過
去
１０
年
以
内
の
納
め

忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
、
後
納
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

　過
去
１０
年
以
内
の
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、

年
金
の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結

果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付

を
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
、
国
民
年
金
保

国
民
年
金
保
険
料
の
後

納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電

話
い
た
だ
く
か
、
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
ご
自
身
の
年
金
記
録
は
、
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
確
認
で
き

ま
す
。

http://w
w
w
.n
en
kin
.go.jp

▼
問
い
合
わ
せ

　国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

　ヤ
ル０

５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

　飯
田
年
金
事
務
所

０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

▼
日
時
（
期
間
）
８
月
よ
り

▼
場
所

　

　市
役
所
西
側
駐
車
場

▼
問
い
合
わ
せ

　

　地
域
づ
く
り
・
庶
務
課

　

　内
線
２
１
１
１

　庁
舎
整
備
推
進
室

　内
線
２
１
３
１

ハローワーク飯田

飯田拘置支所飯田拘置支所

来庁者駐車場

歩行者通路

ハローワーク飯田

進入不可進入不可

進
入
可

進
入
可

進
入
可

長昌寺

※車の出入りはできません

浦野医院

飯田市役所飯田市役所

国合同庁舎前

市役所前

愛宕稲荷神社

愛宕神社西駐車場
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８月１５日号は休刊です

第
５５
回
長
野
県
母
親
大
会

　子
育
て
、
暮
ら
し
、
平
和
、

女
性
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日
時

　９
月
３０
日
㈰

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

　駒
ヶ
根
文
化
会
館

▼
内
容

○
午
前

　意
見
発
表
・
見
学
分

科
会

○
午
後

　記
念
講
演

○
講
師

　野
田
正
彰
さ
ん

 

「
希
望
を
も
っ
て
生
き
る
た

め
に
」
～
今
の
社
会
と
ど
う

向
き
合
う
か
～

▼
参
加
費

　１
０
０
０
円

　

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
昼
食
券
の
販
売
も
あ
り

ま
す
。

▼
申
込
締
切

　８
月
３１
日
㈮

 

（
２０
人
ま
で
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　男
女
共
同
参
画
課

　内
線
５
３
５
１

　９
月
１
日
か
ら
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
ま

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

集
団
予
防
接
種

　平
成
２４
年
度
の
保
育
料
を
決

定
し
ま
し
た
。
飯
田
市
で
は
平

成
２３
年
度
ま
で
に
大
幅
な
保
育

保
育
料
の
決
定

料
軽
減
措
置
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
２４
年
度
も
引
き
続
き

同
様
の
軽
減
を
行
い
ま
す
。

　４
月
か
ら
６
月
に
納
め
て
い

た
だ
い
た
暫
定
保
育
料
と
今
回

決
定
し
た
保
育
料
に
差
額
が
発

生
し
た
場
合
は
、
７
月
以
降
の

保
育
料
で
調
整
し
ま
す
。

※
２
人
以
上
の
児
童
が
同
時
に

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
・
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
へ
入
所
し
て
い

る
場
合
は
保
育
料
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
年
齢
の
大
き
な
児

童
か
ら
数
え
て
１
人
目
は
全

額
、
２
人
目
は
半
額
、
３
人

目
は
無
料
で
す
。

※
４
階
層
以
上
に
お
け
る
所
得

税
額
は
、
平
成
２２
年
度
税
制

改
革
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
年

少
扶
養
控
除
（
０
歳
～
１５

歳
）
お
よ
び
特
定
扶
養
控
除

（
１６
歳
～
１８
歳
）
の
上
乗
せ

部
分
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

こ
の
扶
養
控
除
が
あ
る
も
の

と
し
て
税
制
改
正
前
の
控
除

額
で
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り

調
整
し
た
額
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　

　保
育
係

　内
線
５
３
４
４

平成２４年度保育料徴収基準額表

階層区分

１階層

２階層

３階層

４階層

５階層

６階層

７階層

８階層

９階層

１０階層

１１階層

世帯の階層区分

生活保護法による被保護世帯等（単給世帯を含む）

平成２３年度住民税非課税世帯

平成２３年度住民税　課税世帯

１５,０００円未満

１５,０００円以上～ ４０,０００円未満

４０,０００円以上～ ７０,０００円未満

７０,０００円以上～１０３,０００円未満

１０３,０００円以上～２５７,５００円未満

２５７,５００円以上～４１３,０００円未満

４１３,０００円以上～７３４,０００円未満

７３４,０００円以上

３歳未満児

0

7,300

13,800

21,100

23,900

27,600

31,400

37,300

43,200

53,300

59,500

３歳児

0

5,500

11,100

18,800

22,500

25,000

27,600

28,900

30,300

31,000

33,000

４歳以上児

0

5,300

10,800

18,400

22,000

24,100

26,100

26,500

26,900

27,100

29,000

１階層を除く

平成２３年分

所得税課税

平成２３年分
所得税非課税

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
す
で

に
１
回
目
の
生
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
済
ま
せ
て
お
り
２
回
目
の
接

種
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

８
月
に
生
ポ
リ
オ
の
集
団
接
種

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　な
お
、
ま
だ
１
回
目
を
受
け

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
９

月
か
ら
始
ま
る
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
の
ご
案
内
を
し
ま

す
。

▼
対
象
　

　平
成
１７
年
３
月
～
平
成
２３
年

１１
月
生
ま
れ
で
、
生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種
し
て

あ
る
方

▼
日
時
（
期
間
）
　

　８
月

　

※
希
望
者
数
に
よ
り
日
を
設
定

し
、
個
別
通
知
し
ま
す
。

▼
場
所

　

　松
尾
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

　保
健
課

　

　健
康
推
進
係

　内
線
５
５
１
２
・
５
５
１
３
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児童扶養手当現況届の提出日一覧

８月２６日

（日）

午前９時～

午後６時３０分

りんご庁舎

３階

第１会議室

橋南・下久堅・

上久堅・龍江・

川路・鼎・

上村・南信濃

８月２７日

（月）

東野・千代・

竜丘・三穂・

伊賀良

８月２８日

（火）

羽場・丸山・

上郷

８月２９日

（水）

橋北・座光寺・

松尾・山本

対  象  者会　場日　  　時
　母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど

の
児
童
扶
養
手
当
受
給
権
者
の

方
は
、
左
表
の
日
程
で
受
付
を

行
な
い
ま
す
。

  

必
ず
ご
本
人
が
届
け
出
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

○
印
鑑

○
証
書
（
前
年
度
支
給
停
止
の

　方
は
証
書
が
あ
り
ま
せ
ん
。）

○
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書

○
平
成
２４
年
度
ひ
と
り
親
家
庭

カ
ー
ド
（
ピ
ン
ク
色
）

児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出

▼
そ
の
他
の
持
ち
物

　対
象
と
な
る
方
は
次
の
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
手
当
の
対
象
児
童
と
別
居
し

て
い
る
方

・
別
居
監
護
申
立
書

・
別
居
先
の
家
族
全
員
の
住
民
票

※
住
民
票
は
飯
田
市
外
の
場
合

の
み
必
要

○
今
年
１
月
２
日
以
降
飯
田
市

へ
転
入
し
た
方

・
前
住
所
地
の
所
得
課
税
扶
養

証
明
書

○
福
祉
医
療
、
保
育
園
な
ど
の

関
係
で
既
に
提
出
さ
れ
て
い

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
点

○
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

に
は
、
８
月
分
以
降
の
手
当

が
差
し
止
め
と
な
り
ま
す
。

○
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

も
資
格
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
、
現
況
届
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

○
平
成
２３
年
分
の
所
得
の
申
告

を
し
て
い
な
い
方
は
現
況
届

の
受
付
け
が
で
き
ま
せ
ん
。

世
帯
の
方
も
含
め
て
、
所
得

の
申
告
が
済
ん
で
い
る
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
の
提
出

　手
当
受
給
開
始
か
ら
５
年
経

過
し
て
お
り
、
別
便
で
「
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由

届
」
（
ク
リ
ー
ム
色
）
が
送

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
関
係

書
類
を
添
え
、
現
況
届
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
書
お
よ
び
申
告
書
の
内

容
が
虚
偽
の
場
合
、
手
当
の

全
額
ま
た
は
一
部
を
返
還
い

た
だ
く
場
合
が
あ
る
ほ
か
、

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　家
庭
係

　内
線
５
３
０
１

地区 施設
保育園
幼稚園名

住　　所 電　　話 定員 受入年齢 開園時間 日　　時 会　　場

橋北

幼
稚
園

飯田ルーテル
幼 稚 園

仲ノ町１－７
０２６５－
２２－２２１３

６０ 満３～５歳
８：００～
１８：００

１０月５日㈮
９：３０

飯田ルーテル
幼 稚 園

東野

慈 光 めぐみ
保 育 園

伝馬町２－３１
０２６５－
２４－０４１５

２０ １・２歳
７：４５～
１８：００

１１月１日㈭
１６：００

認定こども園
慈 光 幼 稚 園

松尾

慈光幼稚園

宮ノ上４７３０
０２６５－
２４－５３５０

２４０ 満３～５歳
７：４５～
１８：００

９月２９日㈯
１０：００

認定こども園
慈 光 幼 稚 園

上郷

入舟保育園

松尾代田
１４２０－１

０２６５－
２２－２９１６

２０ １・２歳
７：３０～
１８：３０

１１月１０日㈯
１０：００

入 舟 認 定
こ ど も 園

入舟幼稚園

上郷黒田
１８８１－１

０２６５－
２２－７７２０

９０ 満３～５歳
７：３０～
１８：３０

９月２９日㈯
１０：００

入 舟 認 定
こ ど も 園

サンタクララ
保 育 園

１２ ２歳
８：００～
１７：３０

１１月１０日㈯
１０：００

認定こども園
聖クララ幼稚園

聖 ク ラ ラ
幼 稚 園

１３８ 満３～５歳
８：００～
１７：３０

９月１５日㈯
１０：００

認定こども園
聖クララ幼稚園

勅使河原学園
保 育 園

２４ ０～２歳
７：３０～
１９：００

１０月２７日㈯
１３：００

認定こども園
勅使河原学園

勅使河原学園
幼 稚 園

９０ 満３～５歳
７：３０～
１９：００

９月９日㈰
１０：００

認定こども園
勅使河原学園

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

私立幼稚園・認定こども園の入園説明会日程
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８月１５日号は休刊です

住宅改修（耐震改修・バリアフリー改修・省エネルギー改修）や長期優良住宅を新築した場合で、
次の要件に該当するときは、申告により固定資産税を一定期間減額します。

長期優良住宅の新築、および住宅改良後の固定資産税の減額について
◆申告・問い合わせ　税務課　資産税家屋係　内線５１７５～５１７７

※住宅の耐震改修、バリアフリー改修、省エネルギー改修、長期優良住宅の新築は所得税の住宅ローン減税の対象に該当する場合があります。
詳しくは飯田税務署（　　　０２６５-２２-１１６７）へお問い合わせください。

長
期
優
良
住
宅
の
新
築

耐
震
改
修

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修

要

　　　
件

要

　　　
件

減額
内容

注意
事項

減額
内容

要

　
　
　
　
件

注意
事項

注意
事項

申告
期限

減
額
期
間

必
要
書
類

減
額
期
間

必
要
書
類

必
要
書
類

減額
内容

減額
期間

申告
期限

要

　
　
　
　
件

注意
事項

必
要
書
類

減額
内容

減額
期間

申告
期限

次の全てに該当する場合
●平成２４年１月１日～平成２４年１２月３１日の間に、新築され
た居住床面積が５０㎡以上、２８０㎡以下の住宅
●設定基準に基づき､市や県の認定を受けて新築された住宅

認定を受けた家屋全体の床面積１２０㎡相当分までの固定資
産税を２分の１に減額

●新築住宅に対する減額との併用はできません。
●住宅を着工する前に認定証の交付を受ける必要があります。

●バリアフリー改修、省エネルギー改修に対する減額との併用はできません。
●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●新築住宅に対する減額、耐震改修住宅に対する減額との併用はできません。
※省エネルギー改修住宅に対する減額との併用はできます。

●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

●新築住宅に対する減額、耐震改修住宅に対する減額との併用はできません。
※バリアフリー改修住宅に対する減額との併用はできます。

●同一の家屋で２回以上の減額を受けることはできません。

次の全てに該当する場合
●昭和５７年１月１日以前に建築された住宅
●平成２４年１月１日～平成２４年１２月３１日の間に、改修工
事が完了した住宅

●現行の耐震基準に適合する耐震改修
●耐震改修費用が３０万円以上

改修家屋全体の床面積１２０㎡相当分までの固定資産税を
２分の１に減額

改修工事完了後３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●耐震基準に適合した住宅であることの証明書の写し
（市役所※、建築士、指定確認検査機関、または指定住
宅性能評価機関が発行したもの）

※住宅耐震改修補助事業を受けている方
●耐震改修に要した費用の領収書の写し

次の全てに該当する場合
●平成１９年１月１日以前に建築された住宅
●平成２４年１月１日～平成２４年１２月３１日の間に、次のいず
れかの方が居住する既存の住宅（賃貸住宅を除く）
・６５歳以上の方
・障害者手帳をお持ちの方
・要介護認定または要支援認定を受けている方

●対象となる改修工事
・廊下の拡幅・階段のこう配の緩和・浴室の改良
・トイレの改良・手すりの取り付け・床の段差の解消
・引き戸への取り換え・床表面の滑り止め

●改修費用から補助金などを差し引いた自己負担額が
３０万円以上（増築・改築などの費用は含まれません）

次の全てに該当する場合
●平成２０年１月１日以前に建築された住宅
（賃貸住宅は除く）

●平成２４年１月１日～平成２４年１２月３１日の間に、改修工
事が終了した住宅

●対象となる改修工事
次の①の工事または①とあわせて行う②の工事
①窓の断熱改修工事（必須）
②床、天井または壁の断熱改修工事

●省エネ改修工事費用が３０万円以上
（増築・改築などの費用は含まれません）

改修家屋全体の床面積１２０㎡相当分までの固定資産税を
３分の２に減額

改修工事が完了した年の翌年度分

改修工事完了３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●省エネルギー基準に適合した住宅であることの証明書
（建築士、指定確認検査機関または指定住宅性能評価
機関が発行したもの）の写し

●省エネルギー改修に要した費用の領収書の写し

改修家屋全体の床面積１００㎡相当分までの固定資産税を
３分の２に減額

改修工事が完了した年の翌年度分

改修工事完了後３カ月以内

●申告書（市役所税務課にあります）
●改修工事の明細書の写し
●改修前、改修後の写真および平面図の写し
●バリアフリー改修に要した費用の領収書の写し

新築された年の翌年から５年度分
（中高層耐火建築物は７年度分）

●申告書（市役所税務課にあります）
●市や県が発行する長期優良住宅の認定証の写し

平成２４年１月１日～２４年１２月３１日 ２年間

平成２５年１月１日～２７年１２月３１日 １年間

工事完了時期 減額期間

※改修工事が完了した年の翌年度から
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商業・市街地活性課　内線４８７０

問い合わせ

９月の歩行者天国は「まちかど音楽祭」
「黒田人形公演」 「ふれあい移動動物園」
と様々なイベントを予定しています。
丘の上にぜひ足をお運びください。

開催日時

交通規制時間

交通規制区間

主なイベント

午前９時～午後５時

りんご並木（知久町～通り町、通り町～松尾町）
※本町とりんご並木の交差点は、車で通行することが
できません。

（午前１０時～午後４時）
◎黒田人形公演（川本美術館前　午前１１時～）
黒田人形保存会
予定演目：「寿式 三番叟」

「御所桜 堀川夜討 弁慶上使の段」

◎飯田風越高等学校吹奏楽部の演奏
（川本美術館前　午後１時～）

◎地元高校生フォーク部の皆さんによる演奏

◎ふれあい移動動物園（三連蔵前）

◎五平餅、牛串、駄菓子等の販売

◎オープンカフェ
※天候により催しの内容に変更があります。

まちかど音楽祭 ＆

  黒田人形公演ｉｎりんご並木

まちかど音楽祭 ＆

  黒田人形公演ｉｎりんご並木

★次回【１０月２１日（日）】のりんご並木歩
行者天国は、南信州獅子舞フェスティ
バルを予定しています。

９月２日（日）※雨天決行

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　就
職
試
験
に
は
「
面
接
」
が

つ
き
も
の
。
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
、
模
擬
面
接
を
行
い

個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
就
職
活
動
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　８
月
１３
日
㈪

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室
内線３５１２
http://www.yuiturn.net/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン

　午
前
１０
時
～
正
午

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
。

※
１
人
２０
分
の
個
人
面
接
で

す
。

▼
受
付

　市
役
所
３
階

　結
い
タ
ー
ン

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室

▼
定
員

　６
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

　電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
受
講
料

　無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
室

　

　内
線
３
５
１
２

　７
月
２７
日
㈮
か
ら
８
月
３１
日

㈮
ま
で
、
結
い
タ
ー
ン
夏
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　帰
省
時
期
の
お
盆
に
は
、
特

別
相
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

お
盆
特
別
相
談
会

　７
月
２７
日
㈮
か
ら
８
月
３１
日

㈮
ま
で
結
い
タ
ー
ン
夏
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
企
画
と
し
て
、

飯
田
高
校
美
術
班
、
飯
田
女
子

高
校
美
術
部
の
生
徒
さ
ん
が

「
私
の
好
き
な
南
信
州
」
を
テ

ー
マ
に
絵
を
描
い
て
く
れ
ま
し

た
。
今
一
度
、
南
信
州
の
魅
力

「
私
の
好
き
な
南
信
州
」

作
品
展
示
開
催

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
間

　８
月
９
日
㈭
～
８
月
１６
日
㈭

▼
展
示
場
所

　ア
ピ
タ
飯
田
店
・
イ
オ
ン
飯

田
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
店
・
結

い
の
駅
（
飯
田
駅
内
待
合

室
）

※
８
月
１７
日
㈮
か
ら
は
、
全
作

品
を
結
い
の
駅
の
展
示
ブ
ー

ス
へ
移
動
し
ま
す
。

 
（
９
月
末
ま
で
展
示
予
定
）

ご
本
人
や
ご
家
族
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
に
つ
い
て
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時

○
８
月
１３
日
㈪

　午
後
１
時
～
４
時

○
８
月
１４
日
㈫

　午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

　市
役
所
３
階
会
議
室

▼
対
象

　Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
飯

田
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ

て
い
る
方

▼
内
容

　就
職
・
転
職
、
居
住
探
し
な

ど
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
関
す
る

情
報
の
提
供
・
相
談

▼
問
い
合
わ
せ

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
室

　

　内
線
３
５
１
２

▼
問
い
合
わ
せ

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　イ
ン
室

　

　内
線
３
５
１
２
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８月１５日号は休刊です

狩
猟
免
許
試
験

　野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
に
お
困
り
の
方
、
狩
猟
免
許

を
取
得
し
て
自
ら
鳥
獣
捕
獲
を

し
ま
せ
ん
か
。

　飯
田
市
で
は
、
狩
猟
免
許
取

得
者
（
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事

者
）
に
、
免
許
取
得
な
ど
に
関

る
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
狩
猟
免
許
試
験

○
開
催
日
時

　９
月
９
日
㈰

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

○
開
催
場
所

　飯
田
合
同
庁
舎

○
受
付
期
間

　

　８
月
６
日
㈪
～
８
月
１７
日
㈮

○
提
出
書
類

　

狩
猟
免
許
申
請
書
、
写
真
１

枚
（
縦

３.０
㎝
×
横

２．４
㎝
）
、

猟
銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
に

関
る
許
可
証
の
写
し
（
当
該

許
可
を
受
け
て
い
る
方
の

み
）
、
医
師
の
診
断
書
（
猟

銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
を
受

け
て
い
な
い
場
合
）

○
受
験
手
数
料

　５
２
０
０
円

（
既
に
免
許
を
所
持
し
て
お

り
、
さ
ら
に
他
の
免
許
を
受

験
す
る
方
は
３
９
０
０
円
）

▼
初
心
者
狩
猟
免
許
試
験
講
習

　
会　狩

猟
免
許
試
験
の
た
め
の
事

前
講
習
と
し
て
、
狩
猟
者
と
し

て
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得

し
、
狩
猟
免
許
試
験
の
準
備
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
す
。

○
開
催
日
時

家
族
の
た
め
の

精
神
保
険
福
祉
学
習
会

　南
信
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
発
症
間
も
な
い
統
合

失
調
症
の
方
の
ご
家
族
が
、
病

気
や
障
害
に
関
す
る
知
識
を
得

る
事
で
、
少
し
で
も
不
安
な
気

持
ち
を
和
ら
げ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
学
習
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

▼
対
象

　統
合
失
調
症
と
告
知
さ
れ
、

診
断
や
初
診
か
ら
間
も
な
い

方
の
ご
家
族

▼
日
時

○
第
１
回

　８
月
２４
日
㈮

　午
後
６
時
３０
分
～
８
時

○
第
２
回

　８
月
３１
日
㈮

　午
後
６
時
３０
分
～
８
時

○
第
３
回

　９
月
８
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３
階

　第
２
講
習
室
（
東
栄
町
）

▼
内
容

　統
合
失
調
症
の
理
解
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
お
薬
と

の
付
き
合
い
方
、
相
談
機
関

な
ど
の
講
義
、
家
族
の
交
流

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
信
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
５
６
）８
７
３
２

　飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
４

　９
月
１
日
㈯

午
前
８
時
２０
分
～
午
後
５
時

１０
分

○
開
催
場
所

　飯
田
合
同
庁
舎

○
受
付
期
間

　

　８
月
６
日
㈪
～
８
月
１７
日
㈮

○
提
出
書
類

　受
講
申
込
書

○
受
講
料

　受
講
料
は
無
料

※
講
習
会
で
使
用
す
る
テ
キ
ス

ト
２
３
４
０
円
は
、
申
し
込

み
時
に
各
自
で
購
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て

　下
伊
那
地
方
事
務
所
林
務
課     

　（
飯
田
合
同
庁
舎
内
）

　

０
２
６
５（
５
３
）０
４
２
３

○
狩
猟
免
許
取
得
に
関
わ
る
補

助
金
に
つ
い
て

　農
業
課

　生
産
振
興
係

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

夏は、早起きをしてみませんか？暑さ

や、照りつける陽射しにやられ、食欲が

なくなったり、眠れなくなったりして、体

力を落としてしまう方がいらっしゃるよう

です。そんな暑い季節は、朝の涼しい時

間が貴重！欧米には、太陽の出ている時

間が長い夏の間は時計を１時間早め、

照明などのエネルギーの節約や、終業

時刻が早まることで、夕方の時間の有効

活用などを狙う「サマータイム」という制

度があります。日本でも節電対策の一

環として、少しずつ導入されているようで

すが、個人レベルで自発的に早寝早起

きに生活を変えてみてもよいでしょう。

おススメなのは、早朝にカラダを動か

すこと。冬だけでなく、暑い時期にも運動

量が落ちてしまう方が多いようです。早

朝の爽やかな空気の中で、大股で歩い

たり、自転車に乗ったりして、カラダの筋

肉を使い、血をめぐらせるようにしましょ

う。運動をすると、食欲もわき、睡眠の質

も向上します。日中は冷房の利いた部

屋にこもりっきりという方は、涼しい時間

帯にじんわりと汗をかくような運動がで

きると夏の「冷え」による不調の予防に

なります。なにより、早朝の空気は気持ち

いい！朝の時間を有効活用して、元気に

夏を乗り切りましょう！

エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう楽しもう
エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう

絹代さんは、飯田市が委嘱したエコライ
フコーディネーターとして、地球にやさしい
エコライフの情報発信を行っています。

「防災行政無線」の放送内容を電話
で聞けます。 （通話料無料）

■問い合わせ
危機管理・交通安全対策室　内線２４３２

０１２０－９１５－４６０
※ 携帯電話からもかかります
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平成２３年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２３年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２３年度　「ふるさと飯田応援隊」（ふるさと納税）の
結果をお知らせします

平成２３年度におきましても、ふるさと納税の取組に対しまして、
多くの皆様からご寄附をいただくことができました。

皆様のご厚志に感謝を申し上げるとともに、寄附金の使途について、下記のとおりお知らせいたします。

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に積み立てさせていただ
きました。

天龍峡の再生・活性化をめざし、案内・誘客事業や情報発信等
の取り組みに活用させていただきました。

ＵＩターン希望者の方への就業、住居、生活等の相談対応を行って
いる人材誘導窓口「結いターンキャリアデザイン室」の運営に活用
させていただきました。

日本最大の人形劇の祭典「いいだ人形劇フェスタ２０１１」の運営に
活用させていただきました。（参加劇団数３５７劇団・１,８３７人、上演
会場・公演数１３１会場・４６７ステージ、観劇者数４７,５７５人）

かざこし子どもの森公園で開催されるイベントや、公園の管理運
営に活用させていただきました。

自然環境を学ぶ「かわらんべ講座」の開催や、かわらんべの管理
運営に活用させていただきました。

飯田やまびこマーチの開催に活用させていただきました。

りんご並木の歩行者天国やイベント開催などの支援に活用させ
ていただきました。

りんご並木の保全活動に活用させていただきました。

社会福祉施設整備基金に積み立てさせていただきました。

南信濃地域の観光イベントの支援等に活用させていただきました。

一人暮らし老人や高齢者世帯の方を対象にデイサービスセン
ターなどで行っている、日常動作の訓練や園芸、合唱などの趣味
活動、レクリエーションなどの活動に活用させていただきました。

旧飯田町・旧上飯田町の全体史「飯田・上飯田の歴史」の編集
活動に活用させていただきました。

東日本大震災の被災地支援派遣や、被災者の受け入れに活用
させていただきました。

平成２３年度はふるさと基金に積み立てさせていただき、平成２４
年度に開催されたツアー・オブ・ジャパンの運営費等に活用させ
ていただきました。

地育力向上をめざして、体験活動の推進に活用させていただき
ました。

録音図書の購入に活用させていただきました。

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に積み立てさせていただ
きました。

４０,０００

８５,０００

１００,０００

５,０００

２５,０００

２５,０００

３,０００

４０,０００

１００,０００

１０,０００

５０,０００

８０,０００

５０,０００

５０,０００

１,０００,０００

３０,０００

３０,０００

１,８７１,０００

３,５９４,０００

３

３

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１５

３９

１　リニア飯田駅設置の応援 

２　飯田の観光・文化の応援 

３　飯田の人材育成・
　　人材誘導の応援

４　人形劇のまちづくりの応援 

合　　　　計

６　特定の　
　　事業なし

かざこし子どもの森
公園の運営支援

天竜川総合学習館
かわらんべの運営支援

飯田やまびこマーチ
の運営支援

丘の上市街地の
活性化

りんご並木の保全

社会福祉の増進

南信濃地域自治区
の振興の応援

老人介護

歴史研究所の支援

東日本大震災
被災者の支援

自転車、サイクリング等
でのまちおこしの応援

地育力向上の応援

上郷図書館図書
購入への寄附

飯田市政全般

５　その他

活用事業 件数 金　　額 内　　　　　容



２０１２.８.１［広報いいだ］17

８月１５日号は休刊です

就学前のお子様のご同伴、ご入場はご遠慮ください。託児コー
ナー（無料・事前申込制）をご用意しておりますので、ご希望の方
は８月１７日㈮までに飯田文化会館事業係へお申し込みください。

■プレイガイド
平安堂飯田店・座光寺店／精琴堂楽器店
アピタ高森店／飯田市内各公民館／飯田文化会館

■内容
下伊那ジュニアバンド
・ＴＡＫＵＭＩ／匠（松谷　卓）
・バレエ組曲「コッペリア」より（Ｌ.ドリーブ）
おおた芸術学校付属オーケストラ「ジュネス」
・交響曲第５番　ニ短調　Ｏｐ.４７（Ｄ.ショスタコーヴィチ）
合同演奏
・ラデツキー行進曲（Ｊ.シュトラウス）

８月２５日㈯ 午後２時開演
（午後１時３０分開場）

■チケット【全席自由】
一般　５００円、学生（高校生以下）　３００円

■会場／飯田文化会館ホール

おおた芸術学校付属オーケストラ「ジュネス」
下伊那ジュニアバンド交流演奏会

飯田文化会館 事業係　内線４２２０問い合わせ

SCANDAL HALL TOUR 2012
Queens are trumps －切り札はクイーン－

時３０分開場） SCANDAL HALL TOUR 2012SCANDAL HALL TOUR 2012
Queens are trumps －切り札はクイーン－

SCANDAL HALL TOUR 2012
Queens are trumps －切り札はクイーン－

今、大きな注目を集めている
４人組ガールズロックバンド｢SCANDAL（スキャンダル）」の

初の飯田公演決定！

飯田文化会館　事業係　内線４２２０問い合わせ

■プレイガイド
平安堂飯田店・平安堂座光寺店・飯田文化会館
（上記３カ所は窓口販売のみ）
ローソンチケット（Ｌコード：７３２３２）　：０５７０－０８４－００３
チケットぴあ（Ｐコード：１７４－９３４）　：０５７０－０２－９９９９
ＣＮプレイガイド　：０５７０－０８－９９９９

■日時／１０月２４日㈬　午後７時開演（午後６時３０分開場）
■会場／飯田文化会館ホール

■チケット／【全席指定】４,８００円
※４歳以上チケット必要。ただし、４歳未満のお子様で座席が必要な場合はチケッ
トが必要となります。なお、託児コーナー（無料・予約制）をご用意しております
ので、ご希望の方は、１０月１７日㈬までに飯田文化会館へお申し込みください。

■チケット発売日／８月１１日㈯　午前１０時～
（発売日当日のみお一人様４枚まで）　※先行予約は終了しました。

火災情報

○○時○○分、飯田市○○で建物火災が発生しました。

市では、火災発生や事件・事故などの情報を
メールで配信しています。このサービスを利用す
るためには、次のとおり利用者登録が必要で
す。ぜひ登録をしてください。

◆登録方法◆

登録上の注意
○すべての情報が必要な場合は、それぞれ登録をしてください。

○携帯電話の設定でインターネットからのメールを受信拒否している場合は、
city.iida.nagano.jpを受信したいメールドメインの項目に登録してください。

○URL付きメールの受信を許可してください。

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信し
てください。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用ホームページのアドレス（URL）
をクリックしてください。

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。（登録完了）

◆登録の取り消し方法◆
次のメールアドレスにメールを送信し、返
信メールに記載された取り消し用ホームペー
ジアドレス（ＵＲＬ）をクリックし、ガイダンスに
従ってください。

●火災情報の取り消し
iida.kjbye@mpme.jp

●火災以外の情報の取り消し
iida.jhbye@mpme.jp

■問い合わせ
　秘書課　情報システム係　内線２２２７

いいだ安全・安心メール
を配信しています

333手順

222手順

111手順

事件・事故情報、不審者情報、気象・災害警報、
行方不明者情報、その他の情報

火災情報 iida.kj@mpme.jp

iida.jh@mpme.jp

登録用QRコード
火災情報 その他の情報
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運行事業者 連　絡　先
運　行　内　容

８月１４日（火）～１６日（木）

循環線

信南交通 ０２６５（２４）０００５

日曜ダイヤで運行遠山郷線

駒場線

大休線

千代線

久堅線
運休

三穂線

阿島循環線

平岡線

竜東線 アップルキャブ

風越タクシー

０２６５（２８）２８２８

かざこし線 ０２６５（２２）０４８９

三穂線
朝日交通 ０２６５（２３）６８５１通常運行

川路線

上市田線 北部タクシー ０２６５（３５）９３３２

遠山郷線

上島線

下栗線

天竜観光タクシー ０２６０（３６）２２０５

８月１５日通常運行・１６日運休

通常運行

日曜ダイヤで運行

運休

平岡線

八重河内線

遠山郷高校
通学支援線

おさひめタクシー ０２６５（２３）２９２９

遠山タクシー ０２６０（３２）２０６１

運休

路　線　名

乗
合
バ
ス

乗
合
タ
ク
シ
ー

通常運行

通常運行

通常運行

運休

市民バス等のお盆期間中の運行について市民バス等のお盆期間中の運行について市民バス等のお盆期間中の運行について
８月１４日（火）～１６日（木）の期間中は、市民バス・乗合タクシー路線でダイ

ヤを変更します。各路線の運行予定は下記のとおりとなりますのでお間違えの

ないようお願いいたします。

●問い合わせ／企画課　地域公共交通係　内線２２２６

　飯
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

９
月
９
日
「
救
急
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
中
学
生
以
上
の
方
を

対
象
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　９
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
５
時

▼
場
所

　飯
田
広
域
消
防
本
部

▼
内
容

　

○
普
通
救
命
講
習
（
Ⅰ
）
応
急

手
当
の
重
要
性
、
心
肺
蘇
生

法
、
止
血
法
（
３
時
間
）

○
消
防
署
（
救
急
車
）
見
学

　

消
防
署
、
救
急
車
、
救
急
資

器
材
な
ど
（
３０
分
間
）

▼
募
集
人
員

　両
日
と
も
先
着
２０
人

▼
申
込
期
間

　８
月
１３
日
㈪
～
８
月
３１
日
㈮

▼
申
し
込
み

　最
寄
り
の
消
防
署
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
消
防
署
救
急
係

０
２
６
５（
２
２
）０
１
１
９

普
通
救
命
講
習
と
消
防

署
（
救
急
車
）
見
学
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８月１５日号は休刊です

※世帯の総所得額、建物の経年、間取り等によって異なります

募集する市営住宅

募集戸数

入居の資格

申込方法

申込受付期間

抽選日時・場所

●現に同居しまたは同居しようとする親族がいること（申込時か
ら３カ月以内に結婚する方を含む）
・単身入居の条件などは、お問い合わせください。

●収入が、飯田市営住宅等条例に規定する基準以内であること
（表下の入居収入基準参照）

●市区町村税を完納していること

●入居者および同居者が暴力団員（暴力団員による不当な行
為の防止等に関する法律第２条第６号に規定された暴力団
の構成員）でないこと

●住宅に困っていることが明らかなこと

●外国籍の方は、１年以上の在留期間があること

・申込書は期間中、建設管理課住宅係、上村自治振興セン
ター、南信濃自治振興センターにあります。
・申込書に必要事項を記入、押印し、建設管理課住宅係に本
人または代理の方が持参してください。（上村自治振興セ
ンター、南信濃自治振興センターでも受付けます）

９月１３日（木）  午後３時
鼎文化センター（鼎公民館）３階で公開抽選
（抽選には、本人または代理の方が必ず出席してください。）

８月２７日（月）～９月７日（金）
午前８時３０分～午後５時１５分
（土・日曜日は除く）

平成２５年２月末までに空き家となる戸数

表のとおり

次の条件を満たす方

北の原 松尾常盤台 3DK
三尋石A・C棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

平林 鼎切石 3DK
大堤 座光寺 2K～3K
長野原 時又 3DK 一部浴槽なし

飯沼 上郷飯沼 3DK
黒田 上郷黒田 3DK
中郷 上村 3LDK

１号市営 流宮 上村 3LDK
上町 上村 3LDK
程野 上村 3LDK
下栗 上村 3LDK
樋口 南信濃和田 3DK
押出第１ 南信濃和田 3DK
押出第２ 南信濃和田 2LDK
夜川瀬第１ 南信濃和田 3DK
夜川瀬第２ 南信濃和田 1DK、3DK

２号市営 西の原 大休 3K 浴槽なし

３号市営
三尋石B棟 大瀬木 2LDK、3LDK オール電化

夜川瀬第３ 南信濃和田 3DK、3LDK、5LDK
押出第３ 南信濃和田 4DK、4LDK 若者住宅

４号市営 夜川瀬第４ 南信濃和田 1DK 独身住宅

松原 南信濃和田

２８,２００円

３５,７００円

３１,９００円

２１,２００円

２２,９００円

２３,７００円

２６,７００円

１５,６００円

１７,７００円

２４,０００円

１４,８００円

１６,０００円

１１,４００円

１６,２００円

２５,３００円

１８,９００円

１４,７００円

１６,８００円

７２,０００円

３７,０００円

２０,０００円

１０,０００円

７,０００円

１９,０００円

２４,０００円

２１,４００円

１４,２００円

１５,４００円

１５,９００円

１８,０００円

１０,５００円

１１,９００円

１６,１００円

　９,９００円

１０,８００円

　７,６００円

１０,９００円

１７,０００円

１２,７００円

　９,９００円

１１,３００円

３９,２００円

２４,０００円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

、

1DK

区　分 団　地　名 所　在　地 家賃目安 ※ 間　　取　　り 備　考

■問い合わせ
　建設管理課　住宅係　内線２７３４
■問い合わせ
　建設管理課　住宅係　内線２７３４

●オール電化住宅では、
ガス器具を使用できま
せん。三尋石市営住
宅では給湯設備を設
置していますが、電気
調理器（電気コンロな
ど）は、入居する方の
負担で設置していた
だくことになります。

●浴槽なしの住宅では、
入居する方の負担で
浴槽、風呂釜を設置
（退去時は撤去）する
ことになります。

●駐車場は１世帯１台
分のみ。使用料は家賃
に含まれます。２台目
以降は、入居する方自
身が団地外で探してい
ただくことになります。

●動物の飼育不可

●若者住宅は４０歳未満
で同居親族があるこ
と。独身住宅は４０歳
未満で単身者である
ことが条件になります。

●収入月額は、世帯全員の年間総所得の合計から世帯の構成
に応じた所定の額を控除した後、月額換算した金額（申込時に
説明）

●裁量階層とは、入居者が６０歳以上、かつ同居者が６０歳以上また
は１８歳未満の世帯、小学校就学前の子どもがいる世帯、入居者
の中に１級から４級の障害のある方がいる世帯などを指します。

入居を募集する市営住宅

入居収入基準

１号市営

２号市営

３号市営

４号市営

収入月額　１５８,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 ２１４,０００円以下）

収入月額　１１４,０００円以下
   （裁量階層　収入月額 １３９,０００円以下）

収入月額　１５８,０００円～２５９,０００円

収入の基準なし
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◆申込方法

参加申込書をご記入の上、FAX、メールまたは
生涯学習・スポーツ課まで持参してください。
開催要項、参加申込書などは、生涯学習・スポーツ課、
各自治振興センター、各公民館にあります。

◆参加費  １人１００円（保険料など）　　※参加費は当日、受付で納入してください。

※囲碁ボール・ふらば～るバレー交流大会は先着順での受付となり、募集定数に達した場合はキャンセル待ちとなります。
申込み状況については、事務局までお問い合わせください。

※出場チーム数によって時間など変更になる場合がございます。

※詳細につきましては、開催要項をご覧ください。

■申し込み・問い合わせ

事務局　生涯学習・スポーツ課　スポーツ振興係

内線 ５５７１　　　 　０２６５（５３）４５４６
  　 sports@city.iida.nagano.jp

飯田市スポーツ推進委員協議会主催飯田市スポーツ推進委員協議会主催飯田市スポーツ推進委員協議会主催

ニュースポーツフェスティバル開催！ニュースポーツフェスティバル開催！ニュースポーツフェスティバル開催！
参加申込
８月１日～
受付開始

種　　目

期　　日

会　　場

時　　間

募集部門

参加資格

チーム構成

試合数（競技数）

申込期限

囲碁ボール交流大会 ふらば～るバレー交流大会
大なわとび記録会

ロープ・ジャンプ・X（エックス）

１１月４日（日） １１月４日（日） １２月９日（日）

勤労者体育センター（松尾明） 勤労者体育センター（松尾明） 勤労者体育センター（松尾明）

８時４５分～１１時５０分 １２時４５分～１６時１０分 ９時１５分から

小１～中３の各学年の部、
一般の部

小学４年生以上 小学４年生以上 小学１年生以上

募 集 数 ６４チーム（先着順） ３６チーム（先着順）

２～１０名以内 ５～８名以内 ３名以上（回し役も含む）

１チーム３試合 １チーム最低２試合 ３回まで

１０月５日（金） １０月５日（金） １１月２日（金）

レンタサイクル事業
●平日、休日にかかわらず、市民の皆さんが自由に利用できる電動
自転車等を中心市街地の公共施設に配置しました。

●利用をご希望の方は、事前に登録申請し
「レンタサイクル利用証」の交付を受けてください。

※登録申請はどこの貸出場所でもできますが、
地球温暖化対策課以外で申請された場合、利用証は後日郵送になります。
※登録申請には身分証明書が必要です。
※利用対象者は中学生以上です｡
中学生が登録申請する場合は、保護者の同意（承諾印）が必要です｡

※登録申請はどこの貸出場所でもできますが、
地球温暖化対策課以外で申請された場合、利用証は後日郵送になります。
※登録申請には身分証明書が必要です。
※利用対象者は中学生以上です｡
中学生が登録申請する場合は、保護者の同意（承諾印）が必要です｡

市役所
美術博物館
市公民館
橋北公民館
橋南公民館

１６台
１０台
１台
２台
３台

羽場公民館
丸山公民館
東野公民館
まちなかインフォメーションセンター
飯田駅観光案内所

１台
１台
１台
４台
４台

貸出受付時間　９：００～１６：００

場 所／市役所地球温暖化対策課
時 間／平日 ８：３０～１７：１５

■問い合わせ　地球温暖化対策課　内線５２４５、５２４７

飯田市は、ＣＯ２排出量の少ない乗り物への転換を進めるとともに
自転車によるまちなか観光の推進を図ります。
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　ア
ジ
ア
大
洋
州
地
域
お
よ
び

北
米
地
域
と
の
青
少
年
交
流

（
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

に
も
と
づ
き
、
ご
家
庭
に
高
校

生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

※
「
キ
ズ
ナ
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
は
、
ア
ジ
ア
・
北
米

地
域
と
の
青
少
年
相
互
交
流

を
通
じ
て
、
震
災
後
の
日
本

再
生
に
関
す
る
外
国
の
理

解
増
進
を
目
的
と
し
て
い

Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学
生
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

ま
す
。
本
年
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
よ

り
、
１１
名
の
高
校
生
が
来
飯

予
定
で
す
。
合
わ
せ
て
、
来

年
３
月
か
ら
１
年
間
、
地
域

の
高
等
学
校
へ
通
学
す
る
留

学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

け
る
ご

　家
庭
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

　

○
１２
月
７
日
㈮
午
後
〜
１１
日
㈫

　午
前
（
４
泊
）

○
平
成
２５
年
３
月
〜
平
成
２６
年

　２
月
（
１
年
間
）

※
応
募
方
法
や
詳
細
は
お
問
い

　市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
い
だ
応
援
ネ

ッ
ト 

イ
デ
ア
で
は
、
市
内
で

小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
々
と

「
一
店
逸
品
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
平
成
２４
年
度
の
参

加
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
一
店
逸
品
運
動
」は
、
参
加
店

が
店
の
特
色
や
個
性
を
見
直

し
、
自
信
を
持
っ
て
お
す
す
め

で
き
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

「
逸
品
」
と
い
う
形
で
お
客
様

に
提
案
す
る
こ
と
で
、
お
客
様

に
満
足
い
く
お
買
い
物
な
ど
を

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
店

の
成
長
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
で

す
。

▼
活
動
内
容

①
逸
品
研
究
会

○
参
加
店
相
互
の
意
見
交
換
に

よ
り
各
店
の
「
逸
品
」
を
発

掘
・
開
発
し
ま
す
。

一
店
逸
品
運
動

（
第
９
期
）
参
加
店
募
集

○
９
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
月
１

〜
２
回
（
計
９
回
予
定
）

②
逸
品
フ
ェ
ア

○
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
予
定

○
参
加
店
合
同
で
広
告
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
募
集
コ
ー
ス
と
参
加
費

①
逸
品
研
究
コ
ー
ス

 

（
研
究
会
＋
フ
ェ
ア
）

　３
万
５
千
円

②
販
売
促
進
コ
ー
ス

 

（
フ
ェ
ア
参
加
）

　２
万
円

▼
申
込
方
法

 

「
参
加
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
、
イ
デ
ア
事

務
局
ま
た
は
商
業
･
市
街
地

活
性
課
へ
電
話
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　８
月
１７
日
㈮

▼
申
し
込
み

　N
P
O
い
い
だ

応
援
ネ
ッ
ト
イ
デ
ア
事
務
局

※
営
業
日
時

　月
・
水
・
金
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

０
２
６
５（
５
６
）９
３
３
５

h
ttp://w

w
w
.iida-idea.jp/

▼
問
い
合
わ
せ

　商
業
･
市
街
地
活
性
課

　商
業
流
通
係

　内
線
４
８
７
０

　合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

　内
線
５
３
５
１

　

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

「宝くじ助成金」は宝くじの普及広報事業費によ
り消防団などの地域防災組織に交付されるもので
す。㈶長野県市町村振興協会を通じた市町村振興
宝くじ助成金で、次のような整備を行いました。

宝くじ助成金の活用

■問い合わせ／危機管理・交通安全対策室　消防団係  内線２４３９

消防団に期待
される活動のひと
つである「救急・
救護」の更なるス
キルアップを行う
ために、２０１０年
のガイドラインに対
応する最新式の
救急訓練用人形
５体およびＡＥＤ
トレーナー５器を
整備しました。

飯田市消防団
救急救護訓練用品

決定

上 下 左 右
飯田市からのお知らせ、地
域からのお知らせ、お悔やみ
情報、リサイクルステーション、
休日当番医、緊急情報など、
生活に役立つ情報をお届けし
ています。

リモコンの　　　　　　　　ボタンで

画面表示の情報メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定

上 下 左 右ご
利
用
方
法 ■問い合わせ

秘書課  情報システム係  内線２２２８

ケーブルテレビの

デジタル１２チャンネルで

放送中!!

ゆい

ケーブルテレビの

ゆい
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　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
気
持

ち
の
よ
い
挨
拶
を
行
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
初
対
面
の
人
と
の

会
話
を
円
滑
に
す
る
方
法
、
自

分
の
意
見
を
適
切
な
方
法
で
伝

え
る
こ
と
、
周
囲
の
人
や
年
齢

の
異
な
る
人
と
協
調
す
る
こ
と

な
ど
、
信
頼
や
好
感
を
得
ら
れ

る
表
現
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
日
時

　８
月
２２
日
㈬

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時

 

（
受
付

　午
後
１
時
２０
分
）

▼
会
場

　り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

 

（
ト
ッ
プ
ヒ
ル
ズ
本
町
）

▼
講
師

　折
山
旭
さ
ん

 

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

▼
人
数

　１５
人
（
申
込
順
）

▼
申
込
方
法

　８
月
２０
日
㈪
ま
で
に
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
い
い
だ
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
今
後
の
予
定

○
第
３
回

　働
く
た
め
の
基
礎

知
識
講
座

　１０
月
１９
日
㈮

○
第
４
回

　履
歴
書
・
職
務
経

歴
書
作
成
セ
ミ
ナ
ー

　１１
月
２０
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ

　産
業
振
興
支
援
課

 

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
い
い
だ
）

０
２
６
５（
５
３
）８
９
６
６

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
室
で
は
、
「
飯
田
に
住
も

う
！
飯
田
で
働
こ
う
！
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
親
し
み
の
あ
る
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
公
募
し

ま
す
。 

　採
用
作
品
は
、
人
材
誘
導
を

担
当
す
る
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
室
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、

印
刷
物
な
ど
の
広
報
ツ
ー
ル
に

使
用
し
、
グ
ッ
ズ
に
も
活
用
す

る
な
ど
、
幅
広
く
活
用
す
る
こ

と
で
飯
田
市
の
魅
力
を
情
報
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

▼
募
集
テ
ー
マ

 

「
飯
田
に
住
も
う
！
飯
田
で

働
こ
う
！
」

▼
応
募
期
間

　７
月
２４
日
㈫
～
８
月
３１
日
㈮

▼
応
募
規
定

○
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
画
用
紙
・
コ
ピ
ー
用
紙

・
白
ケ
ン
ト
紙
を
縦
に
使
用

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
応
募

用
紙
で
な
い
場
合
は
、
別
紙

に
製
作
意
図
、
応
募
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

○
作
品
は
、
全
体
の
正
面
お
よ

び
裏
面
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

○
画
材
（
イ
ン
ク
・
墨
汁
・
絵

具
・
Ｃ
Ｇ
等
）
は
自
由
で
す

が
、
必
ず
２
色
以
上
の
カ
ラ

ー
作
品
に
限
り
ま
す
。

○
Ｃ
Ｇ
の
場
合
は
出
力
紙
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
複
数
応
募
可
で
す
。
た
だ

し
、
用
紙
１
枚
に
１
作
品
と

し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
作
で
未
発
表
作
品
に
限
り

ま
す
。

▼
応
募
方
法

　郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
Ａ
４
用

紙
に
カ
ラ
ー
印
刷
を
し
、
デ

ー
タ
と
一
緒
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
作
品
が
折

れ
な
い
よ
う
厚
紙
を
一
緒
に

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
審
査
結
果

　審
査
結
果
は
、
９
月
初
旬
に

応
募
者
へ
通
知
す
る
と
と
も

に
、
飯
田
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

な
ど
へ
掲
載
し
ま
す
。

▼
賞

　

　キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
採
用
作
品

　１
点

　５
万
円

※
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

愛
称
は
、
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

後
、
別
途
募
集
し
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
８
５
０
１

　
　

　飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　イ
ン
室

 

（
産
業
振
興
支
援
課
内
）

　内
線
３
５
１
２

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

募
集

　飯
田
下
伊
那
８
病
院
共
催
で

再
就
職
支
援
研
修
会
を
実
施
し

ま
す
。
内
容
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

潜
在
看
護
師

再
就
職
支
援
研
修
会

▼
期
日

　９
月
５
日
㈬
・
１３
日
㈭
・
２０

日
㈭
・
２７
㈭
日
の
４
日
間
コ

ー
ス

▼
時
間

　

　午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

▼
会
場

　飯
田
病
院
講
堂

▼
対
象

○
看
護
師
、
助
産
師
、
保
健

師
、
准
看
護
師
の
有
資
格
者

で
再
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

○
就
業
先
で
研
修
の
機
会
が
な

い
方

▼
受
講
料
、
託
児

　無
料

▼
主
催

　

　長
野
県
看
護
協
会

▼
申
込
締
切

　

　８
月
２２
日
㈬

▼
共
同
開
催
施
設

　飯
田
病
院
・
輝
山
会
記
念
病

院
・
健
和
会
病
院
・
県
立
阿

南
病
院
・
下
伊
那
厚
生
病
院

・
下
伊
那
赤
十
字
病
院
・
瀬

口
脳
神
経
外
科
病
院
・
飯
田

市
立
病
院

　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
病
院

　看
護
部

　

０
２
６
５（
２
２
）５
１
５
０

０
２
６
５（
２
２
）３
９
８
８

※
平
日
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

　５
時

第
２
回

就
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー



え号聖域 ４㎡ 和式 １ ３５０,０００円

共通聖域 ４㎡ 洋式 １３ ５５０,０００円

共通聖域 ４㎡ 和・洋式 ３１ ５９０,０００円

聖域の種類 面積 石碑様式
募集
区画数

使用料

聖域の種類 面積 石碑様式
募集
区画数

使用料

聖域の種類 面積 石碑様式
募集
区画数

使用料

聖域の種類 面積 石碑様式
募集
区画数

使用料

２号聖域

４㎡ 和式

１

３０２,０００円

３号聖域 １

※１

【西部霊園】

【柏原霊園】

【矢高霊園】

【桐林墓地公園】

※１　Ｈ２４.７.５現在（西部霊園は随時募集しています）

http://www.iida-linear.com/
リニアのまちづくり・いいだリニアのまちづくり・いいだリニアのまちづくり・いいだ

もご覧下さい。

こちらで検索 リニアのまちづくり・いいだ
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市
営
霊
園
使
用
者

▼
応
募
資
格

　市
内
に
お
住
ま
い
か
、
本
籍

を
有
す
る
方
で
、
お
墓
が
な

く
お
困
り
の
方

※
管
理
料
と
し
て
年
間
三
千
円

が
必
要
で
す
。

※
遺
骨
が
あ
る
方
を
優
先
い
た

し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
　
左
表
の
と
お
り

▼
申
込
方
法

環
境
課
に
用
意
し
て
あ
る
申

請
書
に
住
民
票
（
本
籍
入

り
）
１
通
を
添
付
し
て
環
境

課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
事
前
に
募
集
聖
地
の
位

置
を
確
認
さ
れ
た
い
場
合
は

８
月
１
日
か
ら
環
境
課
に
位

置
図
を
用
意
い
た
し
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　８
月
１７
日
㈮
～
８
月
２４
日
㈮

※
土
日
・
祝
日
を
の
ぞ
く
。

▼
抽
選

○
日
時

　９
月
７
日
㈮

　午
前
９
時
～

○
場
所

　鼎
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　環
境
課

　環
境
衛
生
係

　内
線
５
２
４
１

子
ど
も
農
山
村

宿
泊
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　国
が
推
進
し
て
い
る
「
子
ど

も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
当
地
域
で
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
小
学
生
が
地
域
の
農
家
に

宿
泊
・
農
作
業
を
体
験
す
る
も

の
で
す
。
今
回
は
学
校
や
受
け

入
れ
を
し
て
い
る
施
設
や
農
家

の
方
が
お
話
し
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
様
子
が
よ
く
分
か
り

ま
す
。

　興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　８
月
２９
日
㈬

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　飯
田
合
同
庁
舎
３
階
講
堂

▼
講
師

　花
垣
紀
之
さ
ん

 

（
㈶
都
市
農
山
漁
村
交
流
活

性
化
機
構
次
長
）

 

「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
と
意
義

に
つ
い
て
」

　

▼
事
例
発
表

○
熊
谷
芳
巳
さ
ん

 

（
浜
井
場
小
学
校
長
）

○
吉
田
哲
也
さ
ん

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
み
あ
い
育

　９
月
か
ら
初
心
者
の
方
で
も

楽
し
め
る
か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
講
座
を
開
設
い
た
し
ま

す
。　昼

前
の
ひ
と
と
き
音
楽
に
あ

わ
せ
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　水
曜
日

　午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
４５
分

▼
定
員

　２０
人

▼
受
講
料

　３
８
０
０
円

　１
カ
月
（
４
回
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ

０
２
６
５（
２
６
）７
０
９
０

サ
ン
ヒ
ル
ズ
い
い
だ

か
ん
た
ん
エ
ア
ロ
講
座

遊
会
副
理
事
長
）

　

○
太
田
い
く
子
さ
ん

 

（
農
家
民
宿
ふ
れ
あ
い
農
園

お
お
た
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　南
信
州
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル

協
会

　事
務
局
（
南
信
州
広

域
連
合
事
務
局
）

０
２
６
５（
５
３
）７
１
０
０
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　ス
ト
レ
ッ
チ
や
い
す
に
座
っ

て
で
き
る
簡
単
な
運
動
を
通
し

て
、
硬
く
な
っ
た
筋
肉
や
関
節

を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

▼
対
象

　２０
～
６４
歳
の
男
性

▼
日
時

　９
月
６
日
・
１３
日
・

　２０
日
・
２７
日

 

（
毎
週
木
曜
日
）

　

　午
後
７
時
３０
分
～
９
時

▼
場
所

　松
尾
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
講
師

　梅
村
和
代
さ
ん

 

（
健
康
運
動
指
導
士
）

▼
定
員

　３０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
後
日
通
知
を
郵
送
い
た

し
ま
す
。

▼
今
後
の
予
定

※
１０
月
に
「
ス
ト
ッ
プ
メ
タ

ボ
」、
１１
月
に「
ボ
デ
ィ
ー
改

造
」
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　８
月
１７
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　保
健
課

　保
健
指
導
係

　内
線
５
５
１
８

　自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
り

健
康
を
保
つ
た
め
、
栄
養
・
運

動
・
休
養
に
つ
い
て
、
日
常
生

活
に
活
か
せ
る
具
体
的
な
方
法

を
学
び
ま
す
。
修
了
後
は
食
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
食
生
活
改
善

推
進
員
）
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
対
象

　６５
歳
位
ま
で
の
、
継
続
し
て

参
加
で
き
る
方
。

※
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
程

　左
表
の
と
お
り

▼
場
所

　伊
賀
良
公
民
館

▼
時
間

　午
前
９
時
３０
分
～
正
午

▼
受
講
料

　無
料

▼
定
員

　２０
人

▼
申
込
方
法

　保
健
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

　く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　８
月
３１
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

　保
健
課

　食
育
担
当

　内
線
５
５
１
６

食
と
か
ら
だ
を
考
え
る

健
康
教
室

食とからだを考える　健康教室

９月１０日（月）
開講式

自己紹介など

９月２７日（木）
食品表示について

楽しく動こう（運動）

１０月１０日（水）
健診結果から

あなたの食事はどうですか？（料理バイキング）

１０月３１日（水）
バランス食について

野菜を摂りましょう（調理実習）

１１月７日（水）
コレステロール・糖のしくみについて

油を減らそう（調理実習）

１１月２０日（火）
高血圧について

塩分を減らそう（調理実習）

１２月３日（月）
歯の健康について

修了式　教室を振り返って

月　　日 内　　　　容

　初
秋
の
食
卓
・
夏
の
疲
れ
を

挽
回
。
鍋
に
預
け
て
豚
肉
料
理

と
お
は
ぎ
の
実
習
と
試
食
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
に
お
住
ま
い
の

　２０
歳
以
上
の
方

▼
日
時

　９
月
９
日
㈰

　午
前
１０
時
～
午
後
１
時

▼
場
所

　飯
田
友
の
会

 

（
高
羽
町
６
丁
目
１
０
８
）

▼
料
理
内
容

　豚
肉
の
ポ
ッ
ト
ロ
ー
ス
ト
、

ゴ
ー
ヤ
と
茗
荷
の
梅
肉
ジ
ュ

レ
、
お
は
ぎ
（
お
彼
岸
）

▼
定
員

　３０
人
（
先
着
順
）

▼
費
用

　５
０
０
円

▼
持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン

ダ
ナ
）、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

　

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　９
月
６
日
㈭

▼
今
後
の
予
定

　１０
月
１４
日
㈰
、
１２
月
９
日
㈰

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　男
女
共
同
参
画
課

大
人
の
家
庭
料
理
教
室

　内
線
５
３
５
１

　

０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８

danjo@
city.iida.nagano.jp

　手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
聴
覚
障
が
い
者
を
講
師
に

迎
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
手
話
を
基
礎
か

ら
学
び
ま
す
。

▼
対
象
者

　手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　ア
に
興
味
の
あ
る
方

▼
期
間

　

　９
月
１１
日
～
１０
月
９
日

 

（
毎
週
火
曜
日
）

・
昼
の
部

　午
前
１０
時
～
正
午

・
夜
の
部

　午
後
７
時
～
９
時

※
昼
・
夜
そ
れ
ぞ
れ
各
５
回

　

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　第
１
・
２
講
習
室

▼
定
員

　

　昼
・
夜
の
部
と
も
各
２０
人
位

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
締
切

　８
月
３１
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー０

２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室

男
性
の
た
め
の
運
動
教
室

「
腰
痛
改
善
講
座
」



http://www.iida-museum.org/
もご覧下さい。

飯田市美術博物館

こちらで検索
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８月１５日号は休刊です

　飯
田
下
伊
那
の
読
書
運
動
に

つ
い
て
研
究
し
本
に
ま
と
め
ら

れ
た
山
梨
さ
ん
が
、
留
学
先
イ

ギ
リ
ス
の
読
書
運
動
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
す
。

▼
第
５
回
テ
ー
マ

 

「
イ
ギ
リ
ス
の
読
書
運
動
」

▼
講
師

　

　山
梨
あ
や
さ
ん
（
慶
応
義
塾

大
学
文
学
部
助
教
）

▼
日
時

　

　９
月
７
日
㈮

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
受
講
料

　
　５
０
０
円

▼
主
催

　飯
伊
婦
人
文
庫
・
中

央
図
書
館

　

▼
問
い
合
わ
せ

　

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

文
学
連
続
講
座
（
第
５
回
）

　い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
為

に
、
転
ば
な
い
体
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
筋
力
ア
ッ
プ
と
バ
ラ

ン
ス
を
中
心
と
し
た
運
動
で
、

健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。

▼
日
時

　１０
月
～
３
月
の
２
週

に
１
回
（
全
１２
回
予
定
）

※
火
曜
日
の
午
前
１０
時
～
１１
時

３０
分

▼
対
象

　概
ね
７０
歳
以
上

 

（
転
倒
に
不
安
の
あ
る
方
）、

な
み
き
会
場
は
つ
ら
つ
運
動

塾
初
回
参
加
者
（
以
前
参
加

者
は
除
く
）

▼
定
員

　２５
人

　

▼
場
所

　な
み
き
（
銀
座
３
丁

目
堀
端
ビ
ル
２
階
）

▼
内
容

　筋
力
ア
ッ
プ
と
バ
ラ
ン
ス
を

中
心
と
し
た
椅
子
で
の
運
動

▼
参
加
費

　１
回
２
０
０
円

 

（
茶
菓
子
代
）

▼
申
込
締
切

　９
月
３
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　介
護
高
齢
課

　基
幹
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
２
６
５（
５
６
）１
５
８
７

は
つ
ら
つ
運
動
塾

伊
那
谷
地
名
講
座

　伊
那
谷
の
城
と
地
名
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。
ふ
る
さ
と

の
歴
史
が
学
べ
ま
す
。

▼
対
象

　中
学
生
以
上

▼
日
時

　

９
月
８
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
内
容

　下
伊
那
の
城
郭
と
地
名

　第
２
回

　神
之
峰
城
址

　「
地
名
が
伝
え
る
城
郭
の
歴

史
」

▼
講
師

　

　岡
田
正
彦
さ
ん
（
伊
那
谷
地

名
研
究
会
会
員
）

▼
受
講
料

　無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

　日
本
を
代
表
す
る
恐
竜
研
究

者
か
ら
最
先
端
の
話
を
お
聞
き

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
聴
講
で

き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　最
新
恐
竜
学

▼
講
師

　

　真
鍋
真
さ
ん
（
国
立
科
学
博

物
館
地
学
研
究
部
研
究
官
）

▼
内
容

　近
年
、
恐
竜
研
究
は
全
世
界

的
に
盛
ん
に
な
り
、
多
い
年

に
は
平
均
し
て
１
週
間
に
１

種
の
新
種
が
発
表
さ
れ
る
ほ

ど
で
す
。
新
し
い
化
石
が
発

見
さ
れ
た
り
、
新
し
い
研
究

が
発
表
さ
れ
る
と
、
図
鑑
や

教
科
書
に
書
か
れ
て
い
た
事

も
書
き
直
さ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

の
講
演
会
で
は
２
０
１
２
年

の
恐
竜
学
の
最
重
要
点
を
解

説
し
ま
す
。

▼
日
時

　８
月
２５
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

※
聴
講
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

　

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
博
の
自
然
講
座

　ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
の
星
空
の

下
で
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
ジ
ャ
ズ

の
生
演
奏
が
楽
し
め
る
ひ
と
と

き
で
す
。

　美
博
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ド
ー
ム
に
映
し
出
さ

れ
る
満
天
の
星
空
や
宇
宙
の
姿

を
見
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

活
躍
す
る
若
手
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
た
ち
の
刺
激
的
な
演
奏
が
楽

し
め
る
ひ
と
と
き
で
す
。

▼
日
時

　９
月
１２
日
㈬

　午
後
６
時
開
場

　午
後
６
時
３０
分
開
演

▼
会
場

　美
術
博
物
館

　プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

▼
出
演

 

「
O
t
o
m
s
」

　ス
ズ
キ
ケ
ン
タ
ロ
ー
（
ベ
ー

ス
）、
北
学
（
サ
ッ
ク
ス
）、

永
井
朋
生
（
ド
ラ
ム
）

▼
定
員

　９０
人

▼
料
金

　１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
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　古
代
の
人
も
身
に
つ
け
て
い

た
ガ
ラ
ス
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う
。

▼
日
時

　９
月
１
日
㈯

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館

▼
対
象

　小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
料

　小
・
中
学
生

　４
０
０
円

　高
校
生
以
上

　５
０
０
円

▼
定
員

　２４
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

年
齢
を
明
記
の
上
、
往
復
ハ

ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　〒
３
９
５
―
０
０
０
３

　上
郷
別
府
２
４
２
８
―
１

kouko@
iida-m

useum
.org

▼
申
込
締
切

　８
月
２６
日
㈰
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

　上
郷
考
古
博
物
館

　

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

ぎ
や
ま
ん
工
房

と
ん
ぼ
玉
つ
く
り

　古
代
の
技
術
を
再
現
、
き
み

も
体
験
し
て
み
よ
う
。

▼
期
日

　８
月
１６
日
㈭

▼
日
程
・
内
容
・
対
象
・
定
員

○
午
前
９
時
３０
分
～

・
勾
玉
づ
く
り

　対
象
３
歳
以
上
、
定
員
３０
人

・
石
器
づ
く
り
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飯田・下伊那地域コミュニティサイト

http://www.minapo.jp
ボランティアをはじめとする各種グループやサークル、またＮＰＯ

や企業、まちづくり委員会ほかの地域の団体など、南信州で活動
するあらゆる団体の皆さんが集うコミュニティサイトです。

加入には、団体加入と
構成メンバーの加入が必要です。

加入者募集加入者募集
（加入方法は

、サイトをご覧
ください）

問い合わせ
「南信州ぽぉたる」運営団体　ＮＰＯ法人くらりnet   　　０２６５（５６）８０５６
地域づくり・庶務課　 内線２１１２

※団体加入には、負担金が必
要となります。

情報はケーブルテ
レビのデータ
放送でも配信
されます。

市の
ウェブサイトを

ご覧ください

市の
ウェブサイトを

ご覧ください

市の
ウェブサイトを

ご覧ください

飯田市役所
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８月１５日号は休刊です

～伊那谷の自然と文化 vol.２８～ 《郷土の先人に学ぶ 》
市民大学講座は、「伊那谷の自然と文化《郷土の先人に学ぶ》」を共通テーマとして、この地域に縁

のある先人たち、あるいは歴史には登場しない人々の暮らしや文化・芸能、自然などをテーマとして取

り上げ、地域で活躍をされている研究者の皆さんを講師にお迎えする『郷土を学ぶ連続講座』です。

本年度も次のとおり開講いたしますので、大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

飯田市公民館ホール　ただし、第５回は飯田市美術博物館

１,０００円（第１回～８回の資料代と第５回の観覧料を含みます。）
　※第１回講座（９月５日）に集めます。
　※第１回～８回までをセットにした連続講座です。

８月２４日（金） ※以降も随時受講申し込みを受け付けします。

飯田市公民館  　　 （０２６５）２２-１１３２　　 ２２-１０２２　　   iccc01@city.iida.nagano.jp

主催／飯田市公民館　　企画・運営／市民大学講座運営委員会

場 所

受 講 料

申込期限

●

●

●

申し込み・問い合わせ先申し込み・問い合わせ先

期　　日 テ　ー　マ 講　　　　　師回

１

２

３

４

５

６

７

飯田市歴史研究所

研究員 竹ノ内雅人

橋南公民館

今村光利

飯田市美術博物館

専門研究員 西脇　藍
日本舞踊師範 花柳壽三

文化委員長

北沢豊治前館長

さん

ピアニスト 和田佳律瑠さん

花柳春輔さん

さん

飯田市美術博物館

学芸係長 桜井弘人

飯田女子短期大学幼児教育学科

教授 小林正明さん

飯田市教育委員会

前教育次長 小林正春さん

飯田市公民館

さん

江戸時代の飯田町は、中馬による流通の隆盛と、紙漉きなど農村の特産品生産
にあわせる形で、椀や元結などの産業が興った。こうした産業によるまちの変化
を、流通構造と職人の動きから考える。

飯田城下町の産業と職人 ～椀と元結

飯田藩堀家には貴重な能の本が伝来し藩主は能に造詣が深かったと言われてい
る。またさまざまな古典芸能が結集されお練り祭りがおこなわれてきた。能と舞
踊の文化から伊那谷の古典芸能を見直す。

伊那谷の古典芸能 ～能と舞踊を中心として

平安時代に編纂された「日本三代実録」に記述のある貞観（じょうがん）地震や浅間山
の噴火、また、伊那谷に被害をもたらした未（ひつじ）満水など、歴史上の災害と当時
の世の中の動きから、災害が当時の社会に与えた影響とその時代変化が見えてくる。

歴史の中の災害 ～日本三代実録以降の災害と郷土

「健康で長生きして、最後はあっさり大往生」は誰でも願うこと。健康について考え、
ＰＰＫ運動の提唱者から、楽しく身近に取り入れることができる体操を学ぶ。さらにピ
アノの生演奏で心のリフレッシュをする。

楽しい健康つくり ～ピンピンコロリに癒しのピアノを添えて

柳田國男没後５０年（命日昭和２７年８月８日）の記念企画展を夜間に鑑賞すると
ともに、國男や折口信夫らと当地の関わりについて学ぶ。
★会場は飯田市美術博物館
１８：００～ 「柳田國男没後５０年記念企画展：民俗の宝庫〈三遠南信〉の発見と発信」

の夜間見学会
１９：００～　講義「柳田國男・折口信夫ら三遠南信の民俗」

【現地研修】　柳田國男没後５０年
「民俗の宝庫〈三遠南信〉の発見と発信」

植物は自分ではじいたり、風、水、動物などを利用して種子を散布しています。散
布のために花のあらゆる器官を使っています。ところが花ができるまでの進化を
調べると、花の器官は葉に由来していることがわかりました。植物の巧妙な工夫
と力強い生き方を学びます。

伊那谷の植物 ～種子を広める巧妙な工夫

奈良時代の郡役所「伊那郡衙」の解明が進む恒川遺跡群からは、国内でも貴重な富
本銭や和同開珎の銀銭が出土しています。この伊那谷において富本銭・和銅銀銭が
出土した背景には何があるのか、当時の暮らしや大和朝廷とのかかわりなどを探る。

伊那谷学を追い求めて ～「古代伊那郡衙」恒川遺跡群がもたらしたもの
１０月１７日(水)
１９：００～２１：００

８
東北大学大学院教育学研究科

准教授 石井山竜平さん
２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災。この震災で「人と人との絆」というもの
が改めて問われ、日本人の教訓としなければなりません。震災から今、日本にそ
して我々に何が必要かともに考える。

【特別企画】　東日本大震災から学びを拓く
１０月２２日(月)
１９：００～２１：００

１０月１０日(水)
１９：００～２１：００

１０月３日(水)
１８：００～２１：００

９月２５日(火)
１９：００～２１：００

９月１９日(水)
１９：００～２１：００

９月１３日(木)
１９：００～２１：００

９月５日(水)
１９：００～２１：００

こ　だい　　い　　な　　ぐん　が ごんが　　　い　せき ぐん
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

秋のムシ探検
９月８日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：四方圭一郎 （飯田市美術博物館）
内容：水辺の楽校で秋のムシをつかまえて観察しよう！

写真講座
９月１２日㈬　９：００～１１：００
対象：成人
講師：宮島　功 （飯田市写真家）
内容：デジカメで花や風景を撮影します。

※材料がなくなり次第終了します

「とうふ白玉のずんだもちづくり」
８月１９日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：１５０円

「窯焼きピザづくり（マルゲリータ）」
８月２６日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

「窯焼きピザづくり（ツナマヨ）」
９月２日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

かわらんべＨＰ

に講座予定を

掲載中！

かわらんべＨＰ

に講座予定を

掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願い
します。各講座の持ち物は申し込み時、
またはホームページで確認ください。

「お手製和紙づくり」
８月２５日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：土の工房

「キャンディポットづくり」
９月８日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５０円

「葉っぱで版画」
９月９日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「親子であそぼ♪」
９月１２日㈬ １０：３０～１１：３０

特別講座 電池ってなんだろうパート３
「竹ひごで電球を灯そう！」　※事前申込必要
８月１８日㈯　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「UV ビーズでアクセサリーを作ろう」
８月１９日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

「ポンポン船を作ろう」
８月２６日㈰　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

NEW 各回２０組

「藍染をしよう！！」
８月１８日㈯　集合時間：①１１：００　②１４：００
材料費：３００円～
集合場所：なかまの館

「季節の草木染め」
９月１日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
場所：なかまの館

「秋の植物調査隊」
９月１５日㈯　集合時間：①１０：００　②１３：００
参加費：３０円（保険料）
集合場所：なかまの館
講師：蛭間　啓（飯田市美術博物館・専門研究員）
～秋の植物を美博の

蛭間先生と一緒に

園内を散策しながら

調べてみよう～

「けん玉教室」
９月８日㈯　１３：３０～１５：３０　場所：なかまの館
講師：アップルけん玉クラブのみなさん
～大人から子どもまで誰でも参加できます　段位認定もやってるよ～

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ先　◆◆◆
生涯学習・スポーツ課　 内線３５７９

理科実験ミュージアム
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

森森探険隊

木の工房体験学習

その他のイベント

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６　
http://www.city.iida.lg.jp/zoo/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

サル山へ氷おやつプレゼント
８月１８日㈯・１９日㈰　１４：００～

ブリちゃんのお散歩
８月１８日㈯・１９日㈰
１４：３０～ （雨天中止）

ご長寿アニマル紹介
９月１１日㈫～２３日㈰

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１１：００～ （雨天中止）

モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）

ポニーのふれあい
１３：００～１４：００ （雨天中止）

ビーバーの巣直し見られるかな？
１４：４５～
ビーバーの活動開始時間に
よって、変更する場合があります。

夏の星
８月１７日㈮　１９：００～２０：３０
対象：小３年～成人
講師：今村理則 （元かわらんべ教育担当）
内容：はくちょう座・おおぐま座など

夏の星座を観察しよう！

ダイコン播き
８月１８日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：堤久 （かわらんべスタッフ）
内容：水辺の楽校にダイコンの種をまこう！

ジャブジャブ運動会（川遊び）
８月２５日㈯　９：００～１１：３０
対象：幼児～成人
講師：久保田憲昭 （かわらんべスタッフ）
内容：久米川で川遊びをしたり魚とりをしよう！

顕微鏡でプランクトン観察
９月１日㈯　９：００～１１：００
対象：小３年～成人
講師：久保田憲昭 （かわらんべスタッフ）
内容：池や川でプランクトンをとって顕微鏡で見よう！

絵手紙講座
９月６日㈭　９：００～１１：００
対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

毎週土日・祝日のイベント

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

ミューラーテナガザル

※申込方法など詳細はお問い合わせください。

３６,０００円

３２,４００円

２８,８００円

（１割引）

（２割引）

「広報いいだ」に有料広告を掲載しています。　継続的に掲載いただいた場合、掲載料金が割引となります。

随時広告を募集していますので、ぜひ掲載をご検討ください。

掲 載 申 請 で き る 方

掲 載 の 位 置

広 告 掲 載 料 金

掲 載 で き な い 広 告

住所が飯田市内にあり、１年以上継続して事業を営ん
でいる個人または法人で、市税の滞納がない方

毎月１日号の「市役所発くらしの情報」ページの最下欄
（１５日号には掲載枠がありません）

●掲載１回当たり ………………………

●３回以上連続掲載または過去１年間で
５回以上の掲載となる場合  …………

●６回以上連続掲載または過去１年間で
７回以上の掲載となる場合 　…………

○政治・選挙・宗教・風俗・貸金業に関連する広告
○事実に反する表記を含む広告、内容が誇大である広告など

秘書課
広報広聴係　 内線２１２５

申し込み
問い合わせ

広報いいだの発行部数は３
６,０００部で市内各世帯

に配布するほか、市内のコン
ビニエンスストア１１店

舗や大型店にも配布のご協
力をいただいており、大

きな宣伝効果が期待できます
。

「広報いい
だ」 に広告を掲載しませんか「広報いい
だ」 に広告を掲載しませんか「広報いい
だ」 に広告を掲載しませんか「広報いい
だ」 に広告を掲載しませんか
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住民票サイト内の検索

市のウェブサイトにある検索ボタンを使ってクイック検索

市ウェブサイトからの検索の仕方市ウェブサイトからの検索の仕方

❸リンク先のサイトの確認が出来ます。

❷検索結果で該当のリンク先をクリック。

❶例として、

「住民票」と

入力して検索

ボタンを押し

てみましょう。

1

2

3

■問い合わせ　 秘書課　情報システム係　内線２２２７

飯田市ウェブサイト・バナー広告募集飯田市ウェブサイト・バナー広告募集飯田市ウェブサイト・バナー広告募集

※申込方法など詳細はお問い合わせください。

★飯田市ウェブサイトでは、トップページに市内の事業者の皆様のバナー広告を募集します。

広告

掲載イメージ（５枠分）

募　　　集　　　概　　　要

広告
募集中

広告
募集中

広告
募集中

広告
募集中

広告
募集中

掲 載 ペ ー ジ 飯田市ウェブサイトトップページ

広 告 掲 載 料 ４５,０００円（１枠、３か月）

枠　　数 ５枠

サ イ ズ

広告画像規格 画像形式

広告の掲載期間

アクセス 件 数

容 量

たて ５０ピクセル × よこ １６０ピクセル

GIFまたはPNG形式（アニメーション及び透過GIF不可）

５０KB以内

トップページ約５.６万件/月
（平成２３年４月～平成２４年３月の実績）

掲載期間は３か月単位となります。
連続掲載でのお申し込みもできます。
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８月１５日号は休刊です

　農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対

策
、
農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に

関
す
る
相
談
を
、
各
地
区
担
当

の
農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
事

務
局
職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
竜
丘
地
区
会
場
で
は
、
川
路

地
区
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
鼎
・
上
村
・
南
信
濃
地
区
は

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま

す
。
ご
相
談
さ
れ
た
い
方
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
日
時
・
会
場

に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
地
区
・
開
催
日

○
伊
賀
良
・
下
久
堅
・
龍
江

　９
月
３
日
㈪

○
山
本

　９
月
６
日
㈭

○
竜
丘

　９
月
７
日
㈮

▼
会
場

　開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各

　支
所
・
事
業
所

▼
時
間

　午
前
９
時
３０
～
１１
時

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

農
地
相
談

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

市役所会議室

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

９月１１日㈫
１３：００～１６：００

地域づくり・庶務課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

８月２７日㈪
９月１０日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課
内線５５１５
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５２

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

中 村 ビ ル
（本町１－１２）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

介護高齢課
内線５３８２

基幹包括支援
センター

☎０２６５（５６）１５８７

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３２３

８月２１日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・水・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産業振興支援課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

高齢者福祉相談
高齢者介護相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

りんご庁舎２階

銀座堀端ビル
２　階

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

　難
病
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の

皆
さ
ん
の
た
め
の
専
門
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　９
月
３０
日
㈰

　午
後
０
時
３０
分
～
２
時
受
付

▼
会
場

　飯
田
合
同
庁
舎
講
堂

　お
よ
び
３
０
２
号
会
議
室

▼
対
象
者

　難
病
患
者
、
も
し

く
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
お

よ
び
そ
の
家
族

▼
相
談
内
容

　医
療
相
談
（
神
経
内
科
・
膠

原
病
な
ど
）
リ
ハ
ビ
リ
相

　談
、
療
養
・
生
活
相
談
、
職

業
相
談
、
栄
養
相
談
、
患
者

会
な
ど
に
関
す
る
相
談

▼
申
込
方
法

　

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　９
月
１３
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　飯
田
保
健
所

　健
康
づ
く
り
支
援
課

０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
４

０
２
６
５（
５
３
）０
４
６
９

難
病
医
療
・
生
活
相
談
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率100％白色度70％の再生紙

飯田市の人口（7/1現在）■人口＝104,287人（前月比－57）男49,919人／女54,368人  ■世帯＝38,224戸（前月比－9）
発行・編集：飯田市役所企画部秘書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ ☎０２６５（２２）４５１１  6０２６５（５３）４５１１　●ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/


